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馬術部賛歌  

沌沢素詭良書作曲  
J与帥  
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ら   l♂ ん  め  の  ほ 圭一れ  あ り．  

あ  る－ か  ぎ り．  ほく  だい  ほ く だい、   お  

お わ がば こ う、  わ れ らしゅんめ の  は 士れ あり．  

馬
術
部
賛
歌
 
〓
望
郷
三
十
夏
垂
 
 

三
浦
清
一
郎
老
 
作
歌
 
 

春
果
た
れ
ほ
 
大
地
光
る
 
 

組
の
遠
山
 
夢
茫
々
た
り
 
 

高
ら
か
に
 
今
ぞ
噺
け
′
 
 

わ
れ
ら
披
見
の
ほ
ま
れ
ム
り
 
 

二
 
 

時
果
た
九
は
 
旗
を
か
ぎ
せ
 
 

甘
言
の
旅
路
に
 
意
乱
打
郵
た
り
 
 

高
ら
か
に
 
今
ぞ
囁
け
／
 
 

わ
れ
ら
鮫
男
の
ほ
圭
九
あ
り
 
 

一
三
 
 

貫
流
九
て
 
旅
路
益
か
 
 

督
春
の
孤
杖
 
泥
淳
は
は
め
ど
 
 

凛
然
と
 
進
み
て
行
か
む
 
 

舷
見
の
ほ
ま
九
あ
る
か
ぎ
り
 
 

北
大
ノ
 
北
大
′
・
お
、
我
が
母
痘
 
 
 

わ
れ
ら
駿
馬
の
ほ
ま
れ
あ
り
 
 
 



お詫びと訂正  
会計報告の中に誤りがありしたしたのでお詫びして訂正いたします 
r支出の部＞ぴ）合計金額   

誤）6，159．722→正）8，4パ2．150  

会計報告（2000年1月～12月）  
く収入の部＞  く支出の部＞  

部費  66とi，500   
アルバイト  モモセ   834，800  

▲†RA開催   2，723，∠l：i5  

朝日新聞社   17，7（10  

上田農園   665，ノ15（1  

常田商店   6－15，05（）  

その他   44（う．5〔）0   

辣技会   半澤杯   127．6‘1（う  

新緑馬術大会   465，218  
北海道馬術大会   939．117  

秋季北海道馬術人全   233，161  
その他   ⊥16，（）00   

学馬連補助  2．101，・川0   

寄付  170，000   
その他  lう2，2ご0  

合計  10，146，J197  

飼料  1，572，115   
装蹄  l，338．000   
薬品   760，297   
馬備   189，716   

作業   134，688   
電話   221，166   
輸送  2，322，∠128   

車輌   800，672   

文化   86，855   
後援会  199，147   
事務   138，180   
経費   96，056   
登録   337，300   
試合   285，530  

合計  8，J182，150   

会計 吉川 幸江   
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数は力、継続は力  

北大馬術部部長 市川 瑞彦  

部長に就任して以来、経年部員諸君に季語のように言われてきたことは、鳩が足りない」と  

いうことである。これは練習馬の致がたりない、瞭技馬の数がたりないという二盛の音味であ  

る。しかし、馬房の致に限りがあるという冷厳な事実や．いただいて入鹿してきた馬が部で調  

教して餞技馬として大成する確率が必ずしも高くはない（私の目が利かなかったことにも原因  

があるだろうが）現状では即座に解決できる問題ではない。いまいる馬が→牢経つと「■斉に」  

→つ年をとるという当たり前だがこれ重た冷厳な事実もあり、ニの問題はなんとも頑の痛い問  

題である。  

ところが今年はなんと「馬が多すぎる」というのである〕その理由は、暁技馬の数が  

多すぎるという音味では勿論なt、のだが，特に冬期間に部員が辞めたりして、14頑の馬を賢  

弟管理していくのに固炸だということである．ユ しかし、考えてみると馬場がキャンバスの西北  

の隅に移転し、以前のようにすべての教養生の目に馬術部の存在が馬場・厩舎、放牧や練習風  

魚を通して目に触れることがなくなったわりには、それでも毎年20人弱の新入部員が入って  

きてくれている。これは、学部別の入学者選抜となり獣医学部などでは移行先が確定している  

ので、運動部に籍を濃こうという余裕があることや，馬術部は北大のイメージにも合っており  

→度馬に乗ってみたいという学生が潜在的に一定数いることなどが形聾しているように思う  

が．いずれにしてもありがたいことである。  

一方、馬術部は運動部であり大会で団体としていい成績を残すことを大きな目標とし  

ている。したがって、すべての部員が選手として大きな大会に出威して活餓できるとは限らな  

いのは当たり前だし，すべての部員がそれを望んでいるとも限らない。馬と接していることや  

（場合によっては閑適した作業など）に多くの意轟を見出している部員もいるのではないだろ  

うか．私の感じとしては、途L†】で馬術部をやめてその後活き活きした学生生活を送っている人  

はそんなに多くはないように思う。継続できなかった負い目や後悔を抱えていくこともあるだ  

ろうっ したがって、我々が目指すべきなのは、一方では部員としての規律を保持しながら．他  

方では－健一志をもって人部してきた部員同士が、それぞれの目標と存在音義を互いに認め合い、  

支え合って「終わりを全うする」ことではないかと思う。練習・ア′レバイトなどの負担が極め  

て大きい現状では．部員としての規律との両立ができると軽挺しく断定しかねるが，馬術部が  

抱えている近来束の間題として兵剣に考えていく課題ではないかと考え、部員諸君に提起した  

いと思う。「少数精鋭」主義とよくいわれるが、精鋭はいいが少数では14頭の馬を維持して  

はいけないし、人生の大半を過ごすOB人生で仲間が少ないのはなんとも寂しいではないか。  

（2（）（椚．3．16）  
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＜前主将より＞  森田 崇之   

全日も終わり現役から退いた今‘‘あの時あのようにしていればよかったな’’“あの考えか  

たは成功だった”“あれが失敗だったな’’といったさまざまな回顧録が自分の頑の中で再生  

を繰り返している。そのような記憶を整理して、ここに記すことが自分の役目と分かって  

いるものの、技術面については、自分は部報に古けるほどの独断的倉見は持ち合わせてい  

ない8 そこで、ここでは、今後の馬術部員としてのあるべき姿を重点的に、自分の現役時  

代の反省も踏まえた彦見を述べさせていただく∂  

（D 馬の扱い方   

“馬の気持ちを優先して考える。”非常に当たり前のことであり、ここにこんなことを番  

く事自休馬鹿げている。と考えるOBの方々が大半であろう。しかし、そんな当たり前の  

ことができなくなっているのが最近の現状だ。自分が下級生だったころ、2頑の馬をセン  

痛で死なせてしまった苦い思い出があったので、馬があっての馬術部という認戴を部員に  

再認孤してもらおうと、馬優先主義（ここでは馬に接している間は馬だけの事を考えると  

いう概念で用いている）を自分が主将になってから最初の目標として掲げた。しかし、こ  

れがなかなか下線生には伝わらない。馬の後ろに平気で回ったり、引き運動で偶の前に立  

って歩かせたり、馬と馬を平気で近づけたり、といつ馬もしくは人が怪我をしてもおかし  

くない事を平気でやってのける。また上級生の一部もそんな事をやりだすのだから、下級  

生が蛮似するのも必然だ。徐々にそのような状況は改善する事ができ、幸いにも、自分が  

引き継いだ期間は、馬、人共に大怪我させる事無く過ごす事ができた。しかし、まだまだ  

馬の扱い方に対する認識が部員に伝わりきっていない。これでは、いつ大事故が起こって  

も何ら不思誠ではないと思う。馬の扱い方に対する再認識を、‾F級生だけではなく、上級  

生を含め、話し合う必要があるのではないだろうか。  

② コミュニケーション   

OBと現役、ドンパ同士、上級生と下級生、それぞれ様々なコミュニケーションの形が  

あるが、1年を通じ、これが馬術部全体的に思うように上手くできなかった。全ての形態  

に対する共通の反省として、倉見が一方的になってしまったという事が言える。例えば、  

ある事象の考え方として、上級生がAを持っており、Bにそれを伝えるというケースを想  

定しよう理想的な形としては上級生がAという意見の正当性を示し、その中で下級生はA  

がなぜ正しいのかを深く考え、分からなければ上級生に開き、とことんAの正当性を話し  

てもらう事が部艮としてのベストのコミュニケーションの形態だ。ところが今の馬術部で  

は相反するケースが形成されつつある。上級生は何も考えず、先輩から引き継いだAは正  
しいと決め付け、それを下級生に押し付ける形で伝えようとする。ここで、下級生は疑問  

を持って然るべきはずが、聞き手の下級生も分からない事をうやむやにしてAという事象  

が正しいと認識してしまっている。ここで、両者に足りないもの、それは－‘Aがなぜ正し  

いかを考えるという作業”である。この作業を怠る事で、両者にとってAというものの考  
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え方に微妙な退いが生じる。これが世代間の考え方のコミュニケーションギャップを生じ  

てしまうのである。さて、これを今の馬術部に当てはめるとどうなるか。簡単な例で言え  

ば、諸先輩が椅み重ねてきた調教方針がどうしてそのような形になったのかという正当性  

に対して世代間における考え方の違いが生じてしまうという例が主にあげられる。自分が  

そうであったように、昔の部報を読んだだけで物事を理解しようとする雰囲気が最近の馬  

術部には存在する∂ しかし、文章やうわべっ面の会話だけでは事象の奥にある真の正当性  

の理解は得る準ができないという事を、各世代のOBの方々と話すたびに痛感した。両者  

が本部こ納得するほどのコミュニケーションが今後の馬術部の課題ではないだろうか。そ  

ういった積み重ねが達成されたとき、初めて力の強い「北大プラント」が確立できると思  

う。  

③ 騎乗面   

技術面では独断的意見は持ち合わせていないと文の初めに書いたのではあるが、ここで  

は般供限矧こ乗ったら下級生・上級生全てに考えてもらいたい事を述べる。それは、「よ引こ  

真っ直ぐ乗る」ということである亡これは、初めて馬に乗る人が最初に覚えるべき事であ  

り、一方で3年半もの間馬術部で練習してきても1番難解な事だったと実感している㌧「兵  

つ直ぐ乗る」ことはなぜ重要か。それは馬を効率的に動かすための崎点であるからだこ「亮  

つ直ぐ乗れる」ということは騎座の安定■脚の位置の安定・拳の安定につながり、その3  

点セットさえそろえば、やっと馬を自発的にコントロールする段階に至る。“こんな事誰で  

も知ってるよ”と嘆く人は多いだろう。でもその“ニんなこと’’が馬の鞍数が増えていく  

に従って、庶識の中から徐々に省かれていっているような気がする。特に上級生に言える  

かもしれないが、内方脚を使いすぎる事ばかりに重点を澄き過ぎてしまう郡で、この「臭  

っ直ぐ乗る事」がデータから消去されつつあるのではないか。技術の上達の1番の近道は  

「馬に臭っ直ぐ乗る事」が基本条件である事を現役のみんなには忘れないでもらいたい。  

以上、はっきり言ってはっきり言って′ト学生並みの拙い文と内容になってしまったが、  

この3つは卒卸した後、特に自分が感じた事であるコ本来、ニの前主将の柵では、1年間行  

ってきた劇教方針等における反省を書くのが通例ではあるが、もう1度現役のみんなに基  

本的なことを再認讃してもらいたいが故に、このような文章に至った。何から何まで頼り  

ない主将ではあったが、主将としての自分を精一杯サポートしてくれた現役のみんなには  

感謝の気持ちで－▼一杯である。これからも馬術部員として誇りを持って活動してもらいたい。   

最後になりましたが私たちの代の間、多方面でサボー1卜してくださった市川部長をはじ  

め各（）Bの方々には大変お世話になりました。また松下さんにはお忙しい中、技術面で御  

指導していただき本当に感謝しています）各皆様、これからも御指導・御鞭捷のほど宜し  

くお敵い致します。  
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＜主将＞  

現状  

杉山 賢治   

現在の部員数は19人（3隼2人2年6人．1年10人）です。馬匹は13頑です。ニのよ  

うに上級生が2人と少ないことが今年度の特徴としてあげられ、今シーズンの北日本や全  

日本は例年以上に、下級生に任していく比率が高くなっています。   

このことに関しては長期的睨野に立ってみても様々な利点や弊害があるものと考えてい  

ます。その一つとして 一束年の権利獲得可能性は別として（F級生だから権利ウンヌンは  

ナンセンスだと考えます卜 利点は下級生の時期から北日本や全日本を念頭に置き練習す  

ることで、経験と技術が早いうちから鍛えられる。これは疑いようのないことであると思  

います。しかし新馬調教と下級生括瑞（1年月）にしわ寄せがいっていることも事実です。部  

員数が多いことにより常に馬を日にかけてあげられることが、常によ引こ触れることで人に  

対する信頼閥係を築くことがでることが、学生馬術の利点でありますが、それに対しての  

不十分さにも不安が残ります。また新馬調教に閲しOBに依存する面が高くなっています。  

馬匹   

馬匹について、今年度は主戦馬7頭、次期上力愕3頸、新馬3頭となっています。主戦  

馬は昨年の権利積得馬である北疾風（トルネーード）．北凌（レジェンド）．北斗（ユウログレイ）以  

上3頑と北蘭（ヒダカ），北鈴（スズローード），北斎（ブルー），リッチステートの4頑、計7頚が挙げ  

られます。次期主力馬として北彗（ゲネシス），カッティングダーク，北梓（スピリット）．⊃新馬は  

北陽（ドリームグリーン）ファンキーバブ′レ，シュネルですこ   

現在頭数としてはそろっているのではないでしょうか。問題としては   

① 高齢馬が多いこと。   

②各馬安定感にかけること。   

③底辺がまだ浅いこと。   

ニれらは各馬の安定性の欠如は乗り変わりがスムーズに行われていないためであること  

も要因のひとつであると感じています。前騎乗着からの引継ぎ時の馬のレベルを保ったま  

ま引継ぎ、次に向かいさらに高めることが理想であり、それには騎乗者にそれなりの技術  

が要求されるものです。実際には下級生に引き継ぐ訳ですから、人の技術力の底上げが大  

切であると思います。今シーズンはその面でも下級生の技術をいかにレベ／レアップさせる  

かも衷．在課題のひとつですJ   

中堅や新馬について不安があります．）今後は新馬の調教のプロセスが明確にできればと  

思っていまナニ 調教吾が目安とするべきものが残されていれば今後の調教においても→助  
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となるのではないでしょうか。  

活動全般について   

練習面は、馬の引継ぎの問題とも関わることですが、他大学より下級生の技術が見劣り  

していることは前から指摘されてきました。今年度も考えていかなければならない問題で  

あると思います。以前より部瑛による練習を取り入れてきましたが、それをマンネリ化し  

ないよう、障害部班なども取り入れ、最大限の効果を発揮できるように考えていきたいと  

思っています。   

その他にも基本的には各個各馬で練習しているため、自分のことに楷一杯になり、他の  

馬や人に対するアプローチが以前より減ってきていることも問題としてあげられます。チ  

ームメイトによる助言という良い機会や結果を逃していることになるため、そのことを認  

課し以後の活動には効果的に役立てて生きたいと考えています。最近ではチーフ・馬貴を  

含め、騎乗ミーティングを毎週開き、互いに倉見交流・議論の場としています。   

その他にも、人数が少ないにも関わらず、多いときには日に複数のアルバイトが入るた  

め個人の負担が増加していることもあげられます。この点についても今後考えていかなけ  

ればならないと思っています。  

目標と指針   

クラブ活動として行っていく上で、勝つこと成績を残すことは大前提であると思います。  

しかし、勝つことの斎味には多くの物が含まれていると考えます。短期的には、各自各馬  

が権利を得ること。団体として成穎を残すこと。長期的には後輩につなげる馬にすること。  

新馬を育成すること。下級生が良い経験をし育つことなど様々なことがあげられます。 先  

輩から言われたことですが、“強い”チームを作りたいと考えています¢ 上手い選手、良い  

馬を作ることも重要ですが、チーム全体に活気を持たせたいと思います。強いチームを作  

ることは身近なものから行っていけば達成できると考えます。個人兢技として個人や各馬  

の技術・才能も大切で鑑要でありますが、それより－一人一人の少しずつの積み重ねにより、  

チーム全体を強くしていくことは、結果的に上手い選手や馬の育成につながるのではない  

かと思います。抽象的ではありますが、このことを念頭に新しいシーズンを迎えたいと思  

っています。  
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＜副将＞  加藤 幸作   

今期は馬匹14頚、部員19名と人が少ないため一人一人にかかる負担、音任は大きくな  

る。しかし忘れてはいけないのはやらされているのではなく自分がやりたいからやってい  

るということだと思う。いつもどこかで逃げ道や妥協を探しているのでは馬術部は綻けら  

れない。しっかり前を向いて自分は何をするペきかを考えて一人一人が活動すれば、心の  

中にも馬に乗る弥を楽しむゆとりができて個人として又、部として強くなっていけると思  

う。人数の少ない今シーズン、練習を見ていただけるOBの方たちが少なくなってしまう  

来シーズンを見据えて、馬術部の雰囲気を盛り上げていこう。  

＜主務＞  国井 千恵子   

最上級生が2人となることがほぼ決定していたため、2年目のはじめころから主務につく  

ことを見据えて大会運営を手伝っていました。その特訓期間と前主務畔柳兄のご助力もあ  

り、主務としての最初の大仕事である秋季馬術大会の運営は何とかこなすことができまし  

た。しかし、忙しかったシーズンの終わった今となり、自分を見つめてみると、主務とい  

う部内外に対して大きな責任を持つ幹部職についているわりに自分はあまりにも未熟なの  

ではないかとしみじみ思います。来シーズンは北日学の主管もあり、特に責任重大なので、  

比較的時間のあるシーズンオフの間に自らを鍛えて、責務を果たしていきたいと思ってい  

ます。OBその他お世話になっている方々のご好意にすがることもあるかもしれませんが、  

よろしくお願いします。  
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＜後援会＞  吉川 幸江   

OBの方々と交流を深めていく解がこの役職の務めですが、全国各地に散らばっているた  

め、現役とOBのつながりを保っていく謡は乾しいというのが現状ですJ   

現役とOBのつながりの場として、年に数回のコンパ、OB戦や初乗りを行っていますっ  

また平成 6 年宰の倉本さんが北海道大・羊馬術部後援会ホーームページ  

（httu：／／www－1．l）1g．姓jp卜Il印仙）を開設して下さり、たくさんのOBの方が参加  

してくださっています。競技会戦績なども速報として見る事ができますので、インターネ  

ットをされてt、るガはぜひ開いてみてくださいこ  

1年間、後援会という役職から馬術部を見てきて、二の部活はあらゆる面で（）Bに支え  

られて成立しているのだと感じました、馬場が移駐して2年が過ぎましたが、まだ安定し  

ていない面も多いため何かとお世話になる事も多いと思いますが、1tしくお願い致し圭すこ  

＜会計＞  吉川 幸江   

今年は、例年のア′レバイトに加え、ヒ田農園バイト、鷺田商店バイトが加わり、収入は  

増えています。Lかし、トラクターーや馬運卓の修理代が多くなっている事と、来年J）北日  

学が′－ザンホーースパークで行われるため馴致にかかる費用、そして今年は帯広にも何回  

か馴致に行く＊になっているため、輸送費が増えると予想され妻す▼．また、馬場がまだ安  

定していないため、砂を足したり「呪が必要になる！Itと思います   

部員の会計に対する音読をl自；めると共に是非とも、（二）Rの方々からのご理解とご支ほを賜  

りたいと思い圭す 

＜馬匹＞  山本 裕己  

篤匹として何をすべきかこ それは、部員全員がl‡；げ）身体的・括神的な健康とそのち上つと  

した変lヒ、それに影響を与える再r権件のあるち．L／）とした要因に対してより敏感になるよ  

うに導いていくことだと考えている  

新馬や高齢馬が多く、部員か少なく．鴨か多いという項圧し 学校から違いため何かあったと  

き発見が遅れてし圭う可籠性などを考えると、危険の起こりヤーれ、状況にあるといえる＝  

だからこそ、なおさら、起二りうか－一能件のある■巨億を予測し、未然に防ぐことが重要で  

ある。  

すべての馬が心身ともに縫駿な状態で本番を迎えることが出来るよう、皆で考えていきた  

し、  
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会計報告（2000年1月～12月）  
＜収入の部＞  ＜支出の部＞  

部費  668，500   
アルバイト  モモセ   834，800  

、IRA開催   2，723，435  
朝日新聞社   17，700  

上田農園   665，450  

常田商店   645，050  
その他   446，500   

競技会   半澤杯   127，646  
新緑馬術大会   465，218  

北海道馬術大会   939，417  

秋季北海道馬術大会   233，161  
その他   46，000   

学馬連補助  2，101，400   

寄付  170，000   
その他  62，220  

合計  10，146，497  

飼料  1，572，115   
楽蹄   1，338，000   
薬品   760，297   
馬備   189，716   
作業   134，688   
電話   221，166   

輸送  2，322，428   
車輌   800，672   
文化   86，855   
後援会  199，147   
事務   138，180   
雑費   96，056   
登録   337，300   

試合   285，530  

合計  6，159，722  

お酒と米のことなら  

田商店  

札幌市豊平区美園3粂4丁目（バス停前）   
電 話 ㈹ 821－6248  

由フリーダイヤル 0120－431045  
よいさけとょいこめ  
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＜戦績報告＞  

◆対東北大学定期戦（於 北海道大学 4月2日）  
参加選手 大久保 加藤 境内  
優勝 北海道大学  

◆第28回半澤杯記念馬術大会（於 北海道大学 5月3、4日）   
得点率  

ドリアンク○レイ  59．2％  

レオン  56．3％  

ノスルキー  54．8％  

北陽  51．4％  

北陽  51．0％  

北牙  44．1％  

北洋  44．0％  

北旋風  43．3％  

北牙  43．0％  

北蘭  41．7％  

北凌  4l．7％  

葎ンハiヮー  40．2％  

●一般馬場馬術第2課目く市川杯＞  
1位 千葉 フロンテアRC  

2位 千藁 7pンテアRC  

3位 釣野JRA函館頓馬場  
6位 山口 北大（2）  
7位 浜田 北大（4）  
10位 杉山 北大（3〉  
11位 森田 北大（4）  
12位 加藤 北大（2）  
13位 吉川 北大（2）  
14位 竹本 北大（3）  
14位 国井 北大（2）  
18位 畔柳 北大（4）  

●複合馬術競技＜太秦杯＞  
1位 長田 北大（4）  
2位 長田 北大（4）  
3位 赤間 酪農学園大  
4位 井口 北大（4）  
5位 森田 北大（4）   

●中障害飛越競技＜半澤杯＞  
1位／ト野 RCメイン7f－ルス‘  

2位 高橋、IRA札幌競馬場  
3位 高橋 JRA札幌競馬場  
4位 森田 北大（4）   

●小樽書飛越競技＜河田杯＞  

馬場減点 障香城点 絶滅点   
73．20   0．25   73、45   

79．20  0  79．20   

81．80  5  86．80   

84．00  15  99．00   

85．80  32．46 108．26  

北鈴  
北蒼  
録天鳳  
北斗  
北旋風  

エルク◆レイ  
けテ●けン  

リードオフすリークーー  

北旋風  
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．1RA札幌競馬場  

JRA札幌競馬現  
JRA札幌競馬場  

北大（4）  

北大（3）   

′ト池杯＞  

RCメけ7－十レが  

JRA札幌競馬場  
澗A札幌競馬場  
北大（3）  

北大（2）  

北大（3）  

北大（5）  

北大（3）  

北大（4）  

1位 立林  

2位 菅野  

3位 小山  

7位 竹本  
15位 山本   

●新人新馬飛越産技＜  
l位 小野  
2位 大江  
3位 雨下  

11位 杉山  
25位 犬飼  

26位 山本  
28位 川崎  

29位 杉山  
OP餅 森田  
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利一ヒ’ット  
′、ンエイハ■いド  
マイネルデけプル  
北鈴  
北鈴  
北凌  
わテルクヾダーーク  
北牙  
北祥  
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◆三大学定期戦（於 北海道大学 5月14日）  
参加選手 奥村 堀内 山口  
使用馬匹 北旋風 北鈴 グレンエトワール  
健勝 滞広畜産大  
2位 酪虚字固大  
3位 北海道大  

◆第14回北海道新緑馬術大会（於 ノーザンホースパーク 5月27、28日）  
得点率  

ホーン貫シャンス  61．9％  

／、付’－ン  58．7％  

エアシ◆ヨークーン  57．鍋  

北陽  53．鶉  
北陽  46．鍋  

得点率  
卜一ワァンク◆り  56．為  

ドけンタ’レイ  52．鳴  
エアシーヨーク■ン  5l．0％  

北昔  47．0％  

北陽  45．1％  

●一般馬穏馬術第2課目＜A班＞  
浦河乗馬クラブ  
ヒ◆クトトティデルタ■c  

ノーチーン志－スハ■－ク  

北大（5）  

北大（3）   

課  
フロンテ7乗馬クラフ◆  

加ンチア乗馬タラ7■  

ノーす■ンホースハーーク  

北大（1）  

北大（2）  

1位 小林  

2位荻野  
3位 矢作  
6位 金丸  
9位 小野   

●→般馬場馬術第2  
1位 草島  
2位 稲垣  
3位 森川  

5位 木村  
6位 犬飼  

●一般ツースター総合馬術航技馬場馬術課目  

1位 城  帯広畜産大  
2位 瀬川 酪農学園大  
3位 ′ト守 オーフ≠ホースコミューン  
7位 森田 北大（4）  
1．0位 炭田 北大（4）  
12位 井口 北大（4）  
14位 山本 北大13）  

得点率  
56．3％  

53．3％  

52．9％  

50．5％  

49．2％  

48．3％  

46．9％  

柏雲  
トニーサ～7‘ルス  

垂梨夢  
北旋風  
北鈴  
北斗  
北凌  

●一般L級8標準障寄飛越疏技＜初心者一般の部＞  r
 
 

r
l
 
 

n
）
 
 

P
 
O
 
O
 
n
V
 
 

m
 
 

‖
■
 
 

J
 
 幣

。
。
4
幣
ほ
8
。
。
 
 
 

1位 高橋 ノザ◆ンホースバーク  

2位 飯野 ノーザンホースハ●－ク  

3位 太田 ノー計’ンホース′、●－ク  

11位 杉山 北大（3）   

●一般L級B標準障害飛越儲技＜新馬の部＞  
1位 熊野 ノー号■ンホースハ’－ク  

2位 鈴木 酪曲学園大  
3位 川崎 北大（5）   

●一般L故人標準時寄飛越競技＜一般の部＞  
1位 松山 ノーヰ■ンホースハ■－ク  

2位岩坪 モモセラげ†ンク◆77－ム  

3位 竹本 北大（4）  

リュート／－モニー  

シ’ヤスけドラマ  
リュートハーEニー  

北牙  

アドマ仲シ‘スカ  

相木ーン  
わティンク◆デーク  

ワンホ●ィント  

シンホ◆リラスへ◆がス  

北面  
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◆第35lリりと海道春季馬術大会（於 ノーザンホースバー ク 6月17、18日）  
得点率  

ハイホ■－ン  60．6％  

エースかけ■一  57．6％  

7ハ′ランシー  55，4％  

函ン′、－ヮー  48．9％  

北暢  47∴蟻  

得点率  
エアシJヨーク′ン  55．7％  

7■ロンル  54．8％  

シェリー  5j．1％  

メロンハ ワーー  19．8％  

北陽  j6．3％  

●一般馬場偶術第2課目＜A班＞  
1位 萩野 ヒーヶトリーラげレク■c  

2位 矢作 ノーナ′ンホ・－スハーーク  

3位 谷口 フルテ7乗馬クラフ′  

8位 畔柳 北大（4）  
10位 堀内 北大（2）   

●一・般馬場馬術第2課目＜B班＞  
1位 橘内 ノー寸■ントス・、‾一子  
2位 荒井 ／一ヰ■ンかゃ、－グ  

3位 阿部 十妨柏友会  
7位 小野 北大（3）  
11位 岩波 北大（2）   

●般M被C標準障嘗飛越競技  

l位 小野 RC／インフ†一九▼1  

2拉：加藤 帯広畜産大  
3位 相上 札楳乗馬倶楽部  
19位 森田 北大（4）  
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●一般l′級Ⅰ噸準障害飛越競技く初心者 ▼殻の部＞  

柏海  
了トラて  

拍嶺  

北蒼  

ウメニシキ  
クカホコン  

タ掴こン  

北鈴  
北彗  

l位 伊藤 帯広畜産大  
2位 因幡 十勝柏友会  
3位 箱崎 帯広畜産大  
6相 木村 北大（■1）   

○一般l一核1＝票準障賽飛越競技く新馬の部＞  

l位 鈴木 酪腰学園大  
2位 鈴木 酪農学園大  
3付二 晴水 酪農学園大  
いPEN 長［t1 北大（4）  

尾崎 北大（5）   

○一般l一級入棺準将官飛越競技  

l位 ぷ楠 JRA札幌竜馬壕  
2†lンニ 藤田 十紡柏友会  
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減点  ＿IumpOrf 
ク′什′十′ク・、■－ト  0  0  

ルンス  0  0  

7一夕‘し1  0  0  

北蘭  4  

北牙  ・1  

北凌  1．25  

北鈴  3反E  

北斗  落馬F  

3†立 高橋  

17位 竹本  
22位 杉山  

36位 山本  

長田  
井【l  

JRA札幌競馬場  

北大（1）  
北大（3）  

北大（3）  
北大（4）  
北大（j）  

○般Lクラススヒートアンド′、ンディネス障害飛越萌技 走行秒  

1位 松山 ノーi′ント1′・－ク  

2位 林  十勝柏友会  
3位 松山 ／一寸‘ント1ハーフ  

26位 竹本 北大（4）  

ワン赤 けト  63．48  
アトラス  65．24  
7ロケしfて一  65．り5  

北前  89．03  
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◆節72回北日本学生馬術選手権大会（於 ノーザンホースパーク 7月2日）  
参加選手 森田 長田  

競技馬  得点率  
54．2％  

●一回戦  

1位 城  帯広畜産大  
2位 赤間 酪農学園大  
3位 森田 北大（4）  
4位 南波 東北大  

53．6％  

47．0％  

45．0％  

ハ■－ホ◆ンカントリー  

競技馬  得点率  
56．5％  ）
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55，2％  

・l臥5㌔  

47．3％  

ウす7ルケイ／ウ  

競技馬  得点率  勝
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57．4％  

57．0％  

56．7％  

52．4％  

エース材デー  

説技馬  得点率 馬場得点 障害得点 総得点  
健勝 長田 北大（4）  
2位 赤間 酪農学園大  
3位 重  荷広轟慶大  
4位 和田 酪農学園大  

馬場  49，3㌔   562   
テ〃’ンス  47．5㌔   540  

障害  j7．鳴   541  

シ■でスけドラマ  41．6㌔   508  

ー4  558  
－14  526  
－28  513   

0  508   

◆第25回北海道馬術大会（於 ノーザンホースパーク 7月15、16日）  
得点率  

零  55．7％  

ミス5トナランディ  55．1％  

7レシ◆†‡一ン  5j．t粍  

メロンハーヮー  17，5％  

／ルハ｝ヮー  42．5㌔  

得点率  
ホ◆ンスシ十ンス  53．6㌔  

童梨夢  53．2㌔  

ウ■ァルケヤノウ  53．肌  

北凌  45．7％  

●一般馬場馬術第2課目  
1位 古内 帯広畜産大  
2位 平木 トキ◆ントスハ∴ク  

3位 大塩 ノーす’ントス′、↓・一ク  

8位 畔柳 北大（4）  
11佐 吉Jll 北大（2）   

●一般馬場馬術第3課目＜A班＞  

1位 小林 浦河乗馬クラブ  
2位 小守 オー7楯－スコミュ・一ン  

3位 曽我 ノ」ノントス・、∴ク  

15位 山本 北大（3）   

●内国産障害飛越M級C競技  
1位 川北 ノづ■■ントスハ∴－ケ  

2位 川北 ノーサ■ントスハトーク  

3位 高野 十勝柏友会  
17位 森田 北大（4）  
26位 竹本 北大（∠1）  
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4
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●L故A障脊飛越戚技＜一般の軒＞  
1位げ▲ケ●げイ 白井牧鴇不二7丁一人 ←ラ胱●タグー  

2位 青田  JRA甲鱒育成牧場シ●†，如r  
3仕 阿蘇  十勝相友全  

醜   

●L鼓B障害飛越儀技＜初心者一般の部＞  

シェ9一  

北斗  
北蒼  
北鈴  
北凌  

だ
 
 

。
。
 
 

4
。
幣
。
4
1
2
 
 

4
 
 

7ェサ■ントルン  

トカチアトラス  
アドマイヤシ●スカ  

北牙  

酪農学園大  
十勝柏友会  
ノー寸●ンホースハ●－ク  

北大（3）   

＜  

十勝相友会  
北星乗馬クラブ  
札幌乗馬倶楽部  
北大（5）  

1位 原  
2位 下田  
3位 黒野  
OP闇 杉山   

●L級B障事飛越銃技  
1位 林  
2位 池戸  
3位 村上  
5位 川崎  

エフタスオー  
7●りシラ  

7●リシラ  

如テルク■タ◆一ク  

走行砂  
65．41  
65．42  
67．97  

135．87  

Ju叩Off  

●内国産スピードアンドハンディネスC成技  

1位 輪島  ノ・サ●ンホづ〆づ  7●サンス7丁イクー  

2位 アタ●帝●舟タ◆－ト● 白井牧場不二7丁一人 シャイン  

3位 阿部  北海道】ツテ◆エランス協会州●り州一夕  

18位 森田  北大（4）  北旋風  

l
 
幣
4
4
反
 
 

3
 
 

●内国産時事飛越決勝肌級C鼓技  
1位 川北 ノザ◆ンホーが－タ  カ◆サィ  
2位林  ノーサー鴻－ス′、●－ク  トカチアトラス  
3位 阿部 北海道Dデ1ランス協会 メ「彬トク  

森田 北大（4）  北旋風  

●Lクラススピードアンドハンディネス障害戴技  
1位 Philip恥m叩ill早田牧場乗馬倶楽部フ●リーシ●ンタ●  

走行砂  
59．46  
63．94  
64．32  
75．51  

82．33  

87．68  

101．04  

＃馬E  

十勝柏友会  アフ●ナン  

早田牧場乗馬倶楽部ミナツ◆キ  
2位 久保田  
3位 早田  

11位 井口  

15位 竹本  
20位 山本  

22位 長田  
長田  

北大（4）  

北大（4）  

北大（3）  

北大（4）  

北大（4）  

北斗  
北オ  
北凌  
北鈴  
北蒼  
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◆第36回北日本学生馬術大会（於 福島県原町市馬尊公苑 7月3～8日）  
1走目  2定日  ●学生賞典障審飛越競技  

柏雲  0  

柏嶺  4  

緑天鳳  8  

零  8  

／、■けント  19  

柏梅  12  
北旋風  16  
ク’レースわア  15  

ウラン  23  

緑澄  31  
北斗  20．25  
北蘭  46．75   

1位 城  

2位 加藤  
3位 藤田  
4位 吉内  

5位 喜多  

6位 鼓  
7位 森田  

帯広畜産大  
＃広畜産大  

酪農学園大  
帯広畜産大  
岩手大  
柿広畜産大  
北大（4）  

4   

4  

12  
16   

8  

16   
20   
23   

28  

23．25  
34．5   
20  

5
5
5
 
 

甜
別
㌘
銅
溝
濾
 

8
5
1
 

5
4
 

8位 南渡 来北大  
9位 木戸 岩手大  
10位 清水 酪農学園大  
11位 井口 北大（4）  
13位 竹本 北大（4）  

杉山 北大（3）  北牙  3反E  3反E  

調教汝点耐久減点 余力減点 絶滅点  
105．7  0  5  110．7  

122．0  1．6  5  128．6  

130．3  0  10  1上10．3  

123．0   9．6  10  142．6  

117．3  13．2  15  145，5  

125．0   24．4  10  159．4  

●学生賃典総合馬術兢技  
帯広畜産大  
帯広畜産大  
帯広畜産大  
北大（3）  

柿広畜産大  
酪農学園大  
酪農学園大  
北大（4）  

柏雲  
柏嶺  
柏海  
北凌  
柏明  
緑華   

1位 城  
2位 加藤  

3位 薮  

4位 山本  
5位 小沼  

6位 和田  
7位 藤田  

9位 長田  

ノうイ・エルク  130．0  29．6  20   179．6  

北蒼  121．3  20  49  190．3  

73．2  3反E  
46．8  棄権  

48．8  棄権   

長田 北大（4）  
井口 北大（4）  
森田 北大（4）   

●第3課日馬場馬術兢技  
1位 井上 岩手大  
2位 庄司 岩手大  
3位 脇坂 東北大  
15位 浜田 北大（4）   

●新人新馬障害飛越祝技  
1位 浜田 北大（4）  
2位 木村 北大（1）  
3位 及川 岩手大  

北鈴  
北斗  
北旋風  

りフ■ラ  
オリエン←ラン  
雷杜  
北陽  

北蘭  
北彗  
ハ～リアント  

北蘭  
北彗  
北蒼  

129．3  
12l．7  

123．3   

得点率  
55．5％  

54．1％  

53．2％  

41．3％   

減点  
3．25   

4   

4   

8   

9．5  
14．5  

7任 国井  

8位 森田  
15位 堀内  
19位 小野  

吉川  
OPEN 杉山  

北大（2）  

北大（4）  

北大（2）  

北大（3）  

北大（2）  

北大（3）  

如ティンク’タ■－ク 19．75  

北牙  障害間E  
北牙  19．5  
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◆第47回北海道体育大会兼第55回国民体育大会馬術競技北海道デロγク大会（於 ノーザンホースパーク1  
●一般局場燭術第2課目  

1位 大塩 ノーサ′ンホースハモータ  

2位 稲垣 フロンチア乗馬クラブ■  

3位 後藤 浦河乗馬タラ7～  

7位 角田 北大（2）  
8位 岩波 北大（2）   

●一般馬場馬術第3課日  
1位 ′ト林 浦河乗馬クラブ  
2位 大境 オーフルよ－スコミューン  
3位 佐柄 旭川乗馬倶楽部  
7位 浜田 北大（4）  
8位 山本 北大（3）  

得点率  
54．3％  

5l．4％  

51．0％  

46．8％  

45．ノ1％   

得点率  
59．0％  

54．鍋  
53．2％  

51．3％  

49．1％  

7′ロンル  

トーけンク′レイ  
ク◆ィヤモント■ライフ  
メロンハ●ヮー  

メロンハ●ヮ一  

木‘ンヌシャンス  

壷梨夢  
タ‘ィヤモンドライフ  

北陽  
北陽  

◆第14回北海道秋季馬術大会（於 ノーザンホースパーク）   
●一般馬場馬術第2課日＜A班＞  

l位 多田 モモセライデルゲファーム クれク●  

得点率  
54．8％  

53．7％  

53．2％  

49．8％  

49．8％  

42．1％  

2位 釣田 帯広畜産大  
3位 荒井 トサ′ン恭一スハb－ク  

6位 奥村 北大（2）  
6伯二 木村 北大（1）  
13位 大久保北大（2）  

ウルす′ウイン  
プ■ロンル  
ナこンハ●ヮー  

北彗  
メロンハーヮー  

●一般馬場馬術第2課  

1位 大塩  
2佗．爺谷  
3位 奥原  

3佗 高橋  
5位 犬飼  

得点率  

エ7シ÷ヨ一夕～ン  57．9％  

セレス  55．4％  

フローディーワンク′－ 52．1％  

目＜B班＞  
ノーサ■ン示－スハエ－ク  

モモセライデインクーファーム  
オーフルホースコミューン  

節広畜産大  
北大（2）  

柏雲  
北鈴  

キ】ウワノー寸～ン  

サンタ■ンス  
アレン‘†ホーン  

北凌  

52．1％  

49．8％   

得点率  
58．3％  

55．5％  

53．5％  

46．4％  

●一般馬場馬術第3課目＜B班＞  
l位 佐藤 JR∧fL幌箆馬場  
2位 ⊥藤 ノーす’ン；トかr一ク  

3位 中山 トサ～ンホースハーーク  

4位 山本 北人（3）   

●L級A標準障害飛越競技＜→殻の部つ・  

l位 村田 帯広畜産大  
2位 畠山 帯広畜産大  
3位 杉山 北大（3）  
7位 山本 北大（3）   

●L級B標準障害飛越競技く一般の部＞  
1位 岩坪 モモセライデーンク～77－ム  

2位 菰信 千代肝牧場  
3位 高稀JR∧fL幌競馬場  
16托 井口 北大（4）  
19位 長田 北人（4）  

杉山 北大（3）   

●L級8標1佃時害飛越絶技＜新馬の部＞  

1位 因幡 十勝柏友会  
2位 鶴見 JRA軋暁競馬場  
3位 川崎 北大（5）  
7位 尾崎 北大（5）  
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●一般標準僻事飛舶C象技  
1位 clさreHohe叩ill早田牧場乗馬倶楽部  キ

り
ア
風
 
 

デ
ル
押
旋
斗
 
ナ
レ
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ヒ
ヒ
 
、
、
ヽ
オ
ヒ
」
■
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早田牧場乗馬倶楽部  
ノサ●ンホースハ■－ク  

北大（4）  

北大（4）   

2位 早田  
3位 川北  
17位 森田  

26位 井口  

r
⊥
 
 

一
丁
■
 
 

O
 
 

p
（
U
 
皿
 
 

T
J
 
 

●新馬競技  
木村  北大（1）  北彗  

◆第21回山下杯・河田杯記念馬術大会（於 酪農学園大学10月9日）  

。
。
。
4
7
・
5
 
 

幣
。
。
。
。
 
 

●L級A標準障害飛越読技  
1位 安田  

2位 高橋  
3位 市塙  
5位 尾崎  
6位 杉山  
OPEN 木村  

●L級B標準障害飛越競技  
1位 山口  
2位 志水  
3位 山岸  

加藤  
国井  

酪農学園大  
酪股学園大  
酪農学園大  
北大（5）  

北大（3）  

北大（1）   

北大（2）  

酪農学園大  
岩手大  
北大（2）  
北大（2）  

酪腱学固大  
酪戯学園大  
酪鹿学園大  
北大（1）  

北大（1）  

北大（3）  
北大（1）  

北大（1）  

北大（1）  

北大（1）  

ユーフナ一  

線冠  
チャレンシ◆8  

北彗  
北蒼  
北彗   

北蒼  
チャレンシー8  

7ェす■ントカレン  

ク●レンエトワール  

ク●レンエトワール  

√
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●ジムカーナ兢技  
チャレンシ■8  

緑澄  
ユーフォー  

北斎  
ク■レンエトワール  

北限  
北限  
北隣  
北彗  
北彗  

藤
本
田
島
塚
本
井
村
島
同
 
 

者
山
吉
寺
大
山
武
岡
高
風
 
 

沌
沌
 
 

◆第50回全日本学生馬術競技大会（於JRA馬事公苑11月1日－5日）  
点
 
 

滅
0
0
 
 

総
 
 

。
。
緋
親
 
 

日
 
 

走
0
0
0
0
 
 

2
 
 

1走目   

0   

0   

0   

0  

3反E   
28  

●学生賞典陣容飛越凍技  
1位 楠木  
2位 岡部  
3位 真下  

3位 岡田  
森田  
井口   

●学生箕典総合馬術競技  
1位 草薙  
2位 石井  
3位 池添  

山本  

明椿  
ルハ■ンⅢ  
ワシンけ  
天塩  
北旋風  
北斗  

明治大  
東京戯業大  
専修大  
天理大  
北大（4）  

北大（4）  

明治大  
日本大  
明治大  
北大（3）  

点
 
 

滅
9
3
9
4
9
5
 
 

総
 
 
 

点
 
 

5
。
5
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調教減点耐久減点  
88  0  

94  0   

90  0   

155   3反E  

桑
勝
商
凌
 
 

明
桜
明
北
 
 



◆第72回全日本学生馬術選手権大会（於JRA馬事公苑1川25日）  
得点率  
58．33％  

50．15％  
47．27％  
46．36％  

耽技馬  

スヒ●－ドヘ‘フ＝卜  

●－・一回戦（B7◆りク）  

1位 島  
2位 木村  

3位 長田  
4位 朝野  

京都産業大  
立命館大  
北大（4）  

関西学院大  

き よ た  
やきとり 居酒屋  

ボリューム論点！コンパ150名様までOK！   

札幌市北区北17条西5丁呂北向き  当店童生日、ご利用の方には  
カラー写共・粗品をさしあげます。  

T E L Oll－74 7－7000  

チキンをどうぞ  

モ モ セ  

札幌市冊田区美しが丘3条3丁目  

T E L  881－0470   
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知性とスポーツ  

昭和46年度卒 松井 亮   

今季、久々に小乗先輩が試合を見に来られた。いろんな話の中で「北大生が一番体が硬  

いように見える。」という感想があった。勿論、畜大、酪農大と比較してのことである。私  

は「恐らく受験筏争が一番厳しいからではないか。」と答えた。一人一人の運動神経と柔軟  

性が勉強漬けの生活で鈍ってしまったのか、もともと運動の不得手な学生が集まったのか  

定かではない。私の中学時代に「勉強の仕方jなる本を読んでいたら「勉強ばかりしてい  

るとケガをし易くなる」という文章があり、印象に残っているさだが勉強が悪いわけでは  

ない。発育期には、体が大きくなるのに筋力や平衡感覚が未発達であればケガもし易くな  

るだろう．頑だけでなく休もよく動かして基礎的な筋力、持久力，平衡感覚やいろんな運  

動能力を養ってゆくのがバランスのよい成長と言えるだろう。近年、健康志向も手伝って  

スポーツ人口は増加してきた。しかしマスコミではスポーツの華やかな面や結果だけが強  

調されているように思う。運動能力は優れているが知性も品性も低いような選手もよく見  

られる。オリンピックにおいても薬物使用は後をたたない。「スポーツが金になる」という  

一面がスポーツ本来の姿をゆがめ、結果を追い求める傾向になったと思う。オリンピック  

はもともとアマチュアスポーツの祭典であったeクーペルタンの「健全なる精神は、健全  

なる肉体に宿る」という言葉を音数わったものだが、彼が強調したいのは「健全な肉体だ  

けでなく、地金な枯神をもて！」ということだったということを後になって開いた。   

馬術はどうであろう。アトランタオリンピックを観に行った人の諮である。観覧席で外  

国人が「日本人というのは金に任せて高い馬を買ってオリンピックに参加して見下げたも  

のだ。」と軽蔑していたそうである。勿論、英会話のできない多くの日本人客には分からな  

かったことであろう。しかし、これが安易に結果を求める日本の馬術に対する客観的な評  

価なのだ。今回のシドニー大会でも相変わらず多くの輸入馬を使っている。更に日本代表  

選考会はヨーロッパで行われた。つまり、あらかじめ欧州遠征をしていた者しか実質的に  

は参加できないわけである。たとえ強化選手、院補選手になれたとしても長期海外遠征な  

どできるのは大手乗馬クラブの子弟かJRA職員ぐらいであり 、他の一般選手にとっては  

オリンピックは無縁のものである。ニんな不公平なことをやっているスポーツは馬術だけ  

である。日本で選考会をやれば、金も暇もなくて実際オリンピックの行けない選手でも大  

勢参加するだろうし、今回の代表に勝つ人馬が出るかもしれない。絶技会としても当然盛  

り上がるだろう。馬術の瞥及や観客の増加を本当に考えているのならそうすべきであろう．  

一方馬にとっては海外遠征ともなれば検疫のために長期拘留を強いられることになる。こ  

れらの現状を考え含わせると「オリンピックから馬術をはずす」という考えもわからない  

ではない。いっそのこと金まみれ、薬まみれのオリンピックなど全部止めてしまったらど  

うかと思う。また周知のように国体の馬術は「杉谷式人馬リーース事業j によって開催県が  

勝とうという誠にあさましい状態が綻いていた。しかし、我が北海道は杉谷式をとらず自  
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力ではまなす国体を戦った。北梅道はこのような純粋な気風のある土地柄である   

さて古い諸になるが、私が馬術部に入ってまもなく部はイタリー式自然馬術方式でやっ  

てゆくことになった。当時、皆で文献学習を何回もやったものである。しかし文献だけで  

間に合うものでなく、3年日の時には大阪の岩坪徹氏を尋ねていろいろ教わったこともあ  

った。戦前イタリアの騎兵学校に留学して日本にイクリ一式自然馬術をもたらした今村安  

氏の直弟子の→人が岩坪氏であり、今私が岩坪氏と→緒に活動しているのはもっと自然馬  

術を追及したいからである．   

その岩坪氏からお聞きした面白いエピソードがある。クレイン乗馬クラブ在籍中によく  

学習教材（文献）を作られたのだが、当時のインストラクターの何人かは漢字が読めずまた研  

究心も乏しく教材は役に立たなかったそうである。   

学生諸君は何をどのように考えて活動しているのだろうか．最近北大馬術部を見て感じ  

ることを述べるが、これはあくまでも推測であり失礼な批判になるかも知れない。一年前  

だったかある馬に自由飛越をさせているのをみてその理由を開いたところ「乗ったら飛ば  

ないので」という返事だった。馬は自分で飛んでいるのだから障害に対する恐怖心はない  

と言える。であれば騎手に問題があるのか、馬が反抗しているのかのどちらかであろう。  

前者なら騎手の欠点を改善するか他の騎手に変わるかしなくてはならない。しかし馬の反  

抗であれば明確な命令を出して飛ばせるべきである。飛ぶことは馬が決めることでなくあ  

くまでも騎手が決めることである上 馬の気持ちを重視するあまりにこういう底本的なこと  

を忘れていないだろうか．技術が未熟なのは仕方ないが、乏しい経験の祉朗だけでその時  

その時を判断しているように見える。難しい勉強ばかりして細かいことはよく知っている  

が常識的な判断力の育っていない若い人が多くなったという話をよく聞く♪ しかし未熟な  

技術でも馬の調教は必ずしも不可能ではない。その昔畜大の杉山監督が残した調教方式を  

畜大生が忠実に実行し、馬が効率よく作られていった史実がある。私が十年目のとき、歯  

大は北口′芋に8頭出し、実に7頭が全日学への出場権を獲得したのである。彼らは皆同じ  

乗りガをしていたし、それなりに理品も身に付けていた。手綱がプラプラしていても（未  

熟な騎手でき））130cmを飛ぶような馬を作れる方法を杉山氏が考え揖したのである．この  

杉山方式が自然馬術方式と共通するところが非常に多いことは杉山氏の言薬に残されてい  

るコ馬術師二常に指導者が存在するとは限らない。現役だけでやらざるを得ない暗もある。  

そのため我々は自然馬術方式を部に定着させようとしたが、当時の現役の反発により中途  

で終わってしまったふ 我々もまた現役時代に自然馬術方式をとり入れてOBの反対を受け  

ていたのだからこれはお互い様であり、どの道を選ぶかは現役が決めることである．調教  

方式は一つではないのだから。だが反発した後、それに替わるものをどれだけ高めたのだ  

ろうかこ もし反発だけで終わっていたのなら後輩に伝わるものは次第に乏しくなっていっ  

たであろう．長い年数を経た今、許はどっちつかずの状態にあるように見える。組織とし  

て馬を作ってゆくのだから、明腱な調教方針を定め、理論に基づいて実践を積み重ねてい  

くのが知性ある大学生のスポーツ活動ではないだろうか諸君のすぐれた思考力を眠らせる  
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ことなく大いに活用されることを折る。  

パスポート写其  

カメラ・カラープリント特急仕上  

3分間写真  
デジタルプリント  

各種証明写真  すぐできます  

北22集西ヰ丁目℡716－2662  

一21－   



◇北牙（ファストパロン）◇  

調教報告  杉山 賢治   

私は11月に前節来者の畔柳兄から北牙号を引継ぎました。前シーズンにおいて騎乗し  

ていた金丸兄に指導・助言を頂いて運動管理を行ってきました。1年間を振り返って、結果  

として成績を残すことができず非常に歯がゆい思い、頁任を感じています。しかし、北牙  

号に騎乗することで自分自身様々なことを学んでこれたのではないかと思っています。ぜ  

ひ引き継ぐ下級生に頑張ってもらいたいと思います。   

北牙旨は馬場運動に関しては幾分雌しい面がありますが、瞳苫に関しては非凡な才能を  

持っていると感じています。運動管理としては、深雪の時期は馬場運動・二蹄跡運動を中  

心的に練習を行いました。この時期は自分自身の技術不足もあり、調教というより騎乗者  

の練習の趣が強かったと思います。融雪後、瞬省線習を始めるにあたってコンビネーショ  

ンを中心とした飛越練習を行ってきました。とくに障害に向かうペースと随伴を学ぶこと  

が中心でした。北牙号は障害飛越に関しては引き継がれてきた調教の結果、安定したもの  

を持っています。速歩の飛越や自由手綱による飛越も問題なく行うことができました。醇  

書に向かう時の力強さは凄いものがあります。   

半沢杯を始めとし北日までの飛越祝技を通して感じた事は、馬のボルテージと騎乗者の  

誘導次第で北牙号は常に満点で帰ってくる実力があると思います。この馬の特徴として障  

害物に対する注意力は良いものを持っており落下は殆どありません。また障害に向かう力  

も強いものを持っていますぅ   

しかしLB程度の醇智であれば勢いさえあれば問題はないのですが、それ以上になると障  

害に逃避することが多くなります。また北大外における走行では難しくなる傾向があると  

感じています。私自身の経路走行では瞳害が高くなると右に切られることがしばしばあり  

ました。口向きや体が硬いためもありますが、樽害に入るアプローチの段階で騎乗者が右  

内方の手綱で修正しようとするとJilfから外に逃げてしまうからであります。これはシーズ  

ンが進むにつれて、チャレンジする障害のレベルが上がるにつれて顕著に現れてきました。   

そのために普段の練習では、フラットワークを特に意識し騎坐と脚による推進や方向転  

換を意識して練習しました。騎乗者の技術面の改善が重要だと思っています。とくに回転  

で脚により誘導できるようになること、手綱を引っ張らないことが課題でした。北日直前  

の練習においてはバランシング等の補助器具を利用して練習も行いました。コース走行に  

おいては、ボルテージをあげスムーズな走行ができるように目指しました．1  

最終的には国体予選で帰すことができたこと、基本的な状態にすることができたことは  

よかったと思います。暗が蓮ち、思い返せば、ソi時気づくことのできなかった、また気づ  
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いていつつも実行できなかった反省点が数多くあることを実感しています。この結果は自  

分の技術不足によるものが大きいと感じています。   

今後は、次に騎乗することになる後輩にしっかりと引継ぎ、自分自身もこの経験や学ん  

だことを生かしていきたいと思っています。また指導してくださった金丸見や諸OB、松下  

さんそしてバロンに感謝するとともに、来シーズン活即することで恩に報いたいと思って  

います。  

離厩報告  国井千恵子   

私がバロンについたのは代替わりの9月でした。そのころには難度も紐厩先も決まった  

状態で人の練習のために騎乗する日々でした。   

目標は10月のOB戦のLBを回ってくる事で、最初は訳も分からずこの目凛を軽く考え  

ていたのですが、バロンに乗り統けるにつれ、チーフとして乗る事の難しさを実感し、人  

馬ともに状態が悪くなっていき、本当に経路なんて回れるのかと悩む日々でした。OB戦の  

前1週間、それまでも見ていただいていた金丸兄に騎乗していただき、なんとか形だけで  

もつけたいと思ったのですが前日の練習でもたいした進歩は無く、Ol主戦で走られる悪夢を  

その夜見ました。   

当日はもうだめで元々という気持ちとなんとかやり遂げたいといった気持ちとが入り混  

じり、実を言うと頭ははっきりしていたけれど、一種訳の分からない状態でした。それが  

幸いしたかどうかわかりませんが、準備運動から、中田兄に見ていただきながらも一人で  

やり、我ながら驚くほど無事に回ってくる事ができました。その後2人のOB（中田兄、堀  

崎兄）が騎乗、その疲労からか鼻出血といったアクシデントもありましたが、たいしたこ  

とはなく無事OB戦、そして離厩式を終えました。   

元々の予定としては、その後すぐに酸厩だったのですが、先方の都合もあり12月7日に  

離厳となりました。   

実は1度離厩日はその4日前に決まっていたのですが、ちょうどその日にバロンがセン  

痛を起こしてしまったため、延期となったのです。皆ほとんど記憶が無いくらい珍しい事  

で心配したのですが、早期発見のおかげか少しの引き運動で良くなりました。あまりにあ  

つという間に治ってしまったため、感傷じみていますが、塵厩したくなくて仮病をつかっ  

たんじやあ・・・なんて考えてしまいました。そして延期したその日は天候不良によりま  

た延期。ようやくその次の日天気が回復し、無事に離威していきました。   

バロンと接したのはほんの3ケ月程度ですが、その間の思い出、そしてOB戦の経験は  

ずっと忘れず、これからも生き続けると思います。少しだけだけれど、私を成長させてく  

れたバロンに感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうバロン10年間お疲れ様。  
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有効に利用した。前肢旋回はその中でも重点的に用いた。前肢旋回の使用は偶に内方脚   

を教えるだけでなく騎手にも内方脚の使い方、重心の移動の方法をマスターさせるもの   

であり、非常に有効な手段だと感じた。馬が人間に集中するようになったら、速歩・駆   

歩遵跡こ移行した。ここで重要なのは後躯をいかに動かせるかということであった。よ   

って歩度の詰め伸ばし巻乗り運動は欠かせないものであった。特に、伸ばした歩度を詰   

めてから即座に巻乗りへ移行する事で、馬の反応も良くなり、また舶躯が徐々におきて   

くるのを感じ取ることができた。  

これらの運動において、総じて重要なことは半減脚をどれだけ馬に伝えることができ   

るかということである。半減脚の定義は各人によってそれぞれ異なるが供なりの解釈ほ   

「運動と運動をスムーズにつなげるための方法」である。ニれは馬と人が積み上げてい   

く約束＊のようなものであり、これを無視してしまえば、人と馬の調和はできなくなっ   

てしまう。特に北旋風は、そういった約束事を破ってしまったら、全く人の意思が伝わ   

らなくなり、たちまち暴走してしまうタイプなので、これから乗る人はこの点に注意し   

て騎乗すべきである。  

＜障害＞  

時事飛越に関しては、コンビネーションジャンプを中心に練習を行った。過去の北旋   

風のビデオを見る限り前肢でバーを落下させることがほとんどであった。よってコンビ   

ネーーションにより府を上げることを馬に教える意味でこの練習を取り入れた。また、こ   

の練習は騎手が正しい飛越に随伴する拳の感覚を理解し、バランス・ リズム感を養うと   

いう賠味でも非常に効率的であったと考える。問題は駈歩飛越にあった．とはいっても、   

問題の要因は馬ではなく人にあった。障害前でしっかり脚で推進し、静かに座って馬の   

邪魔をしなければ、この馬はどんな障害でも飛越してくれる。ところが挙が上下したり、   

両脚はしっかりはさめないなど、もっぱら騎手の過失の積み電ねにより馬と人との信頼   

閲係がシーズンを適して確立することができなかった亡 その結果として、以前に比べ馬   

が障害を蹄持するようになってしまった。今後この馬に騎乗する人は廷非このような過   

失だけには注意して騎乗していただきたい。  

＜最後に＞  

週末には馬場にお見えになり、多くのアドバイスをしていただいたホ川部長、これ   

圭で支えてくださったOBの皆様、部員一同、乗馬関係者の方々には大変お世話になり   

ましたっ この場を借りてお礼申し上げます。これからも北旋風を暖かく見守ってくださ   

いG  
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◇北祥（シンコウスピリット）◇  

調教報告  森田 栄之   

昨年の全日学では不本意な結果に終わってしまい、次の1年はこの馬と心中するつもり  

で、この馬のチーフになった。しかし、結果としては、北日学にすら出場できないという  

結果におわってしまった。ここでは、反省も踏まえた調教報告を書くことにする。北祥号は  

口が非常に敏感な馬で、手綱を持ったとたんに背をはる癖があり、頭額を無理矢理下げて  

いることはできても、脚の推進により、後畢からハミまで推進をつなげることは困難であ  

った。困壌といっても、これができなければ、大きく動かすことはできないし馬体にも負担  

になるので、冬場は基本的なハミ受けを覚えさせることに重点をおいた。よって昨年と同  

様、シャンボンを装着したロンジングは引き続き行った。さすがに馬も後駆を踏み込んで  

歩くことを理解するようになっていった。だが、いざ騎乗するとなかなか脚に反応しない．  

そこで内方と外方の脚の位置を大げさに区別して用いるようにし、また、常に内方に長鞭を  

持つことで‘‘脚の存在”を理解させることにした。ここでは、運動の中に前肢旋回を用い  

ることが矧こ脚の存在を教えるために有効的だった。冬場はもっばらこのような鹿本的な  

運動を中心に行った。   

シーズンに入って障害練習を取り入れ始めた3 障害練習はジムナスティツクが中心で、  

完封ま馬が踏み切りをあわせやすい5、5～5、8mのダブル障害を用いた。北洋号は踏み切り  

が近くなったり、遠くなったりすると障害を躊躇する癖がついていたので、この完歩を用  

いることで矧こ障害を飛越することに対する自信をつけさせたかった。徐々に馬も自分で  

踏み切りをあわせることを覚えていった。しかし、ダブルの一つ目の障害に向かうときに  

人がしっかり推進しきれずに、失速して飛越した時は、たいてい2つ目は拒止した。また、  

物見も以前にも増してひどくなった。しっかり馴致さえすればどんな障害でも飛越するが、  

褒をかえせば馴致しなければ飛越しない馬になってしまった．やはり、どこかで馬の心の  

中に“障害は怖いものだ”という気持ちが存在しているのだろう。昨年S35年卒の大場さ  

んから北祥号の全日学での走行に対するアドバイスをいただいたが、その中に次の一節が  

あった。“1度障害を堰いになった馬を直すのは国難だa”この言葉を深くかみ締める1年  

となってしまった。自分の馬乗りとしての技術不足・知識不足が全てではあるが、北祥号  

に対して、またこれまで北祥号を調教してきてくださったOBの方々には本当に申し訳な  

t、と思っています。今は同期の長田君が自分に代わり北祥号を調教しているが、是非、来  

年は飛躍の年になることを期待しています。  
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しいからこその課題としては、初めて飛ぷタイプの降雪、馬が気にしそうな降嘗に対して  

どうやって飛ばせるか、その時害のタイプに必要なスピードとコントロールの判断、向け  

る角度、乗り手がどれだけ冷静にかつ勇気づけて馬を向けられるか、その辺りに普段の信  

頼関係が大切になってくるのではないか。他には障害間の集中が挙げられる。飛んだ後、  

次へ向かうまでに前へだしたり、軽くつめたり、そういった馬の集中力を保つ工夫が必要  

である。あとは、ゴー′レまで気を抜かないこと。油断してないつもりでも、どこかでイも  

ういけるぞ！！’’と思ってしまうとよ引ま自分から飛んではくれないので、反抗をしてし支  

うかもしれない。僕の失敗はここだった▲、   

北日が近づいてくると、人も次第にあせりがでて、ついオーバーワークになりがちだろ  

う；よい状態になるまでの時間を短縮する上夫も必要だし、疲れが足元にもでてくる＿ 避  

けなければならないのは、馬が前に出る気をなくすほど疲れることだ。同じように見えて  

も気分よく前にでているのか、人にやらされているのかの差は非常に大きい＝ 北蒼は、ヤ  

ンチャなぐらいが本、引こ調子がよいっ よい状態でのぞんでほしい．丁 また、遠雄．他で厨食い  

がおちることがあるので、ニンジン、ハチミツ、青草、ありとあらゆる手段で食べさせな  

いと、すぐパテるし、前にでなくなるので、寄力がだせなくなる÷．   

調教寄食については、まず、できれば審判台を見せること．．X点からC点への速歩を油  

断せずiニしっかり行かせること。あとは細かいことになるが、つめのばしは思いきってや  

ってよいと思う 肩を内へが難しtr、と思うので、よく練習してくる・と・要がある。僕の感覚  

では、内力後肢を外力前肢のガl占ぃ＼きちんとだすように、とこれだけを考えていたナ 後肢  

旋匝＝ましっかりつめ、ゆっくりと、外方接妓を1歩づつ軌かすユ 後退もゆっくりl歩づつ  

やらないと、退がり過ぎるかも）しれない二 転対斬歩もしっかりのって、単純踏歩変換も思  

い切ってやれば、二たえてくれる 結局、馬はできるといいたいく一 人が練習して鞍致を積  

んでいれば、必ずやれるご 北l」では5位以内につけることは可能なのではないか。   

戯久については、野外のところで書いたとおり・とにかく、人も馬も集中を切らさずに、  

スタートからゴール吏で細かなところまで下見で思い描L、たとおりの走行ができれば大  

丈夫だろうJ次の日へ向けて、全力で疲れをぬくこと。前へでなくなるとダメなことは何  

度も番いたが、最も重要だ。   

余力では、おそらく緊張する順位だろうと思う Lかし冷静に、馬と相談しながら準備  

運動をし、飛越敬が多くなiけぎないょうに，前日に野外を喋ってきていれば、飛ぷ気は  

あると思うので 、人が冷軌二それをコントロールしてやるり適すぎないか、前へでている  

か、バランスパックできているか、確認したらそれでOKだ。やはり物の入った障害には  

注意しなくてはなちない一高さに関しては大⊥芙だと思う万→、反抗があったとしても  

冷静に、追ったt）してはよくない。   

色々と薫いたが・棚的な失敗はほとんど自分がしてきたことだ。調教というものはあ  

去りなく、分析蔵書となっているが、北首はそれほどデキる馬だということを知ってほし い 

「これから北斎に乗るノ＼は、馬が悪さをすることに腹を立てるだろう。しかし、それは  
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全て乗り手の責任と考えて、柿進してほしい∩自分の乗り方を直し、さらに直し、北蒼が  

心地よく運動しているように。そうすれば．結果はついてくるご 自l∴をもっていいり   

除そうに書いたが、自分は結局、権利をとってやれなかった。しかし、北昔に対する期  

待は高去るばかりである。無責任といわれても仕方ないが、次の騎乗者にももちろん、そ  

の先の騎乗者にも頑張って北蒼を束京へ辿れて行ってやってほしいQそれは、全11学でも  

結果を残せる＝†籠性があると思うからで、プレッシャーをかけるわけではないが、北蒼と  

楽しい思い出をつくってほしい。   

応援してくださった皆様、自分のノ」不足を申し訳なく思いますプ有難うござい生したご  
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き詰まりを感じ始めていた頃でした。このとき磐田さんに言われたことは、もっとゆっく  

りとしたペースの運動で後駆に荷重をかけたまま我慢することを教えなければいけないと  

いうことでした。   

その頃のドリームはゆっくりとした速歩をしようとするとすぐ常歩に落ちてしまうよう  

な状況だったので、まずは人が体を起こして馬の重心をできるだけ後ろにもっていきなが  

らゆっくりとした速歩を行い、慣れてきたらそのペースで幅の狭いキャバレッティを通過  

させるなどして後駆に荷重がかかった状態のタメの時間を長くできるようにしていきまし  

た。またこういうペースの中で内方後肢の踏み込みを意識して府内や巻き乗りを多めに取  

り入れることと、動きが′トさくなりすぎないように時々思いっきりつめ伸ばしをして馬を  

動かすことも意識しました。このような運動の組み立てによって馬の重心も徐々に後ろへ  

移り、脚に対する反応も良くなってきたように思い圭す。   

新緑大会のあとに後退を教え始めて、春の白馬大ではなんとかツースターをまわること  

ができました。その後反対鉦歩のペースなども安定してきて、8月の同体予選の頃には現  

役の上級生が乗って3課目で50％台が出せるくらいになりました¢   

フラットワークに関しては目標が達成できたかなと少し安心しかけていたのですが、代  

替わり後にOBの堀崎さんに乗ってもらってから再び運動の方法が変わることになりまし  

た。そのとき言われた事は馬が罷っ直ぐ歩かないという根本的な問題で、これは私があま  

りに内方脚を意識しすぎていたのとそれを受ける外方が甘かったのとで、馬が脚を使われ  

たときに厚から外に逃げるような癖がついていたためでした。そこでそれまで輪乗りを中  

心に行っていたフラットワークから直線を多く取り入れて馬体を真っ直ぐにすることを倉  

諭し、厚内などで馬に外方脚を理解させる運動をしました。この課題についてはきちんと  

克服できないまま引き継ぐことになり、現役には難しい課題を残してしまったと申し訳な  

く思っているのですが、ドリームがもう1段階レべ／レアップし乗りやすい馬になるために  

もがんばってほしいと思います。  

障害について   

障零の目標は、夏までにコンビネーーションで110cmぐらいが飛ペること、具体的なデ  

ビュー戦の時期は考えていませんでしたがそれぐらいのコンビネーションができればLB  

クラスの障害はまわってこられるだろうというような考えでいました。結果からいうとき  

ちんとした纏路走行をしたのが10月初めのOB戦で、放棄手綱で110cmのコンビネー  

ションができるようになったのも10月のステイープル馴致が終わった頃だったのでもう  

ちょっと早くできたのではないかという思いがあります．   

北日までは低いコンビネーションと拾い飛びが中心で徐々に駈歩飛越を行っていました  

が、この頃は障害に対する前進気勢がないのと飛び方が上手でないのとでなかなかレベル  

を上げていくことができよせんでした。この前進気勢のなさへの有効な対処が私の技術で  

は難しく、競馬で走っていないからということで半ば諦めていたのですが、代替りの頃か  

ら経路走行を意識して毎週いろんなタイプのミニ経路を回ったことと、ノーザンホースパ  
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ークでステイープルの馴致をしたことがきっ叫ナで馬も大きく変わりました。コンスタン  

トに経掩を回ったこととノーザンや酪農大など場所を変えて回ったことは、よ引ことって良  

い経験になったし自分も馬の苦手な部分を認識する上で役に立ったと思い立す。このよう  

な計画的・経線的な練習は大会ごとに照準を合わせて練習しているシーズン中には難しい  

かもしれませんが、根気よく続けることにより馬も人も急速にレベルアップできると思い  

ます。   

ステイープルの馴致はドリームにとってとても大きなきっかけとなりました。この馴致  

の後から馬場の障害に対する前進気勢も良くなり、コンビネーションを通過中のリズムも  

とて‡，良くなりましたっ 馬が成長するときには、地道な作業によって徐々に良くなるとき  

と何かのきっかけで急激に良くなるときとがあると思います。普段の調教は前者で後者に  

はそれなりのリスクが伴うことが多いのですが、事前の十分な検討と冷静な判断を持って  

このようなきっかけにどんどんチャレンジしてほしいと思い圭す。  

おわりに   

現役の頃やそれを少し過ぎたくらいの技術のレベルで馬を調教してt、くのは難しいこと  

だと思います。しかし、馬を調教するときに一番大切なことは、どれだけ馬の気持ちを考  

えてあげられるかとそれに合わせて柔軟な発想ができるかどうかだと思います。例えばバ  

ンケットが怖ければ小さな段差の上り下りから始めればよいし環強が怖ければ′トさな溝を  

跨ぐところから始めればよい、リバプーリレが怖ければ跨げるくらい小さなものを作ればよ  

い．どんな大障害馬も1本のパーを跨ぐところから始まっているんだという原点を忘れな  

ければこのような発想も自然と湧いてくると思います。そしてそのために足りないものが  

あれば自分たちで作ればよいでしょう。γイデア次第である程度自由に自分たちの練習環  

境を作っていけるのは大学馬術部の良いところだし、そのための労力を惜しんではいけな  

いと思います．っ   

現在チーフとして馬に乗一ノている人または馬黄として馬に乗っている人も、自分たちが  

馬の調教iニ携わっていろということを常に意識してください†自分の技術の足りなさを自  

覚した上で、馬の気持ちを考えながら自分の伝えたいことを分かりやすく伝えるというこ  

とを意識していれば、どんな壁にぶつかったときでも必ず解決の糸l二lが見出せると思いま  

す。   

最後に、二の1年間様々な場面でドリームの調教の方向を指し示してくださったOB及  

び関係者の皆様に澤く御礼申し上げます。特に同じ時期に共に新馬の調教をやってきた川  

崎君と尾崎君とは、調教の方法について何度も話し合ったり、私が調教をあせって馬に求  

め過ぎそうになったところで待ったをかiナてくれたりといろいろな面で別けてもらいまし  

た．」これからも馬術部のためにがんばってください．現役部員の今後の活躍を期待してい  

ます。  
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野外に入ると馬をコントロールしづらくなってしまうので繰り返し訓練することが必要   

だと思います。   

その後北大へ戻ってからは、コンビネーションを中心に運動してなるべく馬が自分で  

バランスを取りよいリズムで飛越できるように訓練しました。   

フラットワークでは馬を巻き込ませないように、後肢を動かすため、駈歩での巻き乗   

りができるように練習しました。同時にツースターの課目をこなせるように府内や後退、  

反対駈歩、単純踏歩変換のトレーニングを行いました。北日の時は、以前馴致に来てい   

たために順調に調整でき、新人新馬で下級生を出すことができました。前シーズンのよ   

うに、走行中に巻き込んでコントロールが効かなくなるようなことはほとんど無くなり   

よいリズムで、良い姿勢で走行できていたと思います。これはコンビネーションのトレ   

ーニングの成果だと思います。   

秋には欲の白馬大や山下杯、OB戦に出ましたがLBクラスはほぼクリアしたように思   

います。   

野外の馴致はノーザンホースパークで秋に2度ほど行いました。一応、一通りの障害   

は馴致できましたがまだまだ訓練不足のようです。  

3．来シーズンへの課題   

来シーズンは総合の出場を日標にしていますが調教審査、耐久、余力それぞれに課題   

を抱えています。   

馬場の調教審奄においては雛歩区間でのつめ伸ばしと単純蛾歩変換に難があります馬   

がが‖このめった状態で歩度を伸ばすと、詰めようと思ったときに詰まらなくなってしま   

います。普段の練習で下方移行を運動の中に多く取り入れて、馬を起こす訓練が必要だ   

と思います。また、単純踏歩変換が上手くできないのは、内方姿勢の転換が上手くでき   

ないためです。8字乗りや、左右のきちんとした駈歩発進の練習が必要だと思います。   

また、課E＝こあるような3、4歩常歩を入れた直線の中での単純地歩変換をいきなり訓練   

するのではなく、3湾曲の中で常歩（速歩でも良い）を10歩くらい閉に入れて、きちん   

とした内方姿勢をとらせてから踏歩変換の練習をlノていくのが良いと思います。  

耐久での課髄は、いかに馬をコントロールするかにあります。おそらく馬の方もまだ   

練習不足なので繰り返しの練習が必要ですっ騎手も馬を行かせたままにするのではなく、   

なるべく自分の手の内に入れて走行させるように努力をしなければいけないと思います。   

余力は、高さが今ゲネシスが飛んでいるクラスより高くなるので高さへの課題があり   

ます。正直に言えば、どうやって高いクラスへ移行させれば良いのかよく分からないの   

ですが、とにかく普段からコンビネーションで馬に飛越できる筋肉をつけてやり、騎手   

と馬が無理の無いクラスでコンスタントにコースを回っていくうちに徐々に高いクラス   

へ移行できるのではないかと思っています。  

来シー ズン中にはもう僕の手を離れることになると思いますが、現役のみんなには期   

待をしていますので是非がんばってください。  
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◇メロンパワー◇  

調教報告  畔柳宏司   

まじめにはじめにことわっておきます。これはほかの調教報告とはまったく異質なもの  

です。私が技術的にったなかったこと、馬が技術的な問題より精神的な問題を多く抱えて  

いたこと、私がそれまでの2年間新馬の馬責を中心に活動してきたこと、の3点が私とメ  

ロンの8ケ月間であり、当然のように兢技馬の調教とはまったく異質ですので混同しない  

でください。競技馬のチーフになる人よりは馬をもっていない下級生が意識すべきことを  

中心に行ってきました。   

メロンパワー  

99年5月入鹿 駈歩でかかるという理由で札幌競馬場を離厩。それまでは2年生  

をチーフとし、チーフが乗れば多少落ち着くが、下級生ではかかってしまい落ち着いた駈  

歩とは無縁っ練習馬。   

くろやなぎ  

97年入部 主に新馬の馬責しかできず、技術的には…。1頭の馬にのめりこむと  

ころあり。1月からメロンのチーフに。   

はじめメロンは春に離厩する予定であったため、強引に駈歩をして、元から弱い背中と  

膵をいためさせてしまった。   

常歩しかできなくなったメロンと私に苦からメロンを知っている松Fさんははみを受け  

て運動するようにおっしやった。励も基本的なことだし、腰を痛める原因なのは知ってい  

たができなかった。松下さんに見本を見せてもらい時間をかけてやってみた。何せ時間は  

あるのにできるのは常歩のみ。今考えるといい期間だった。常歩の輪乗りの中で肩内と腰  

内をイメージしてそれぞれの脚を使ってみたり、輪乗りのなかで人が1歩ずつの脚に神経  

を使えるようになり、馬の反応を感じられるようになってきた。時間が頑頸を下げさせて  

くれた。当然速歩や駆動こも時間をかけて波及してきた。現在不完全な部分は人の技術で  

ある。   

メロンについても分かってきた。記憶力がいい（いやなことを忘れない）、繊細（神経質）、  

好奇心旺盛（物見をする）、敏感（細かい事を気にする）ご 私と同じ、特に15年以上前の  

私と同じだ。だったらこのタイプは気分よくおだててやって、白l言を持たせてやればハッ  

ピーにできるに違いない。少し調子に乗りやすいところはあるが二 長所と短所も表裏一体  

である。長所を誉めて、短所には目をつぶってやろう。人がいいほうに考えると馬も徐々  

に楽観的になってきた。  

ー39－   



詞馬策もはじめたが、不思議なことに気づいた。追い鞭を余り使わずに「まえまえ」と  

「よしよし」を「元気に大きく歩くj、「楽にしてよい」と解釈したらしく、はっきりとで  

きるようになり追い鞭をあまり気にしなくなった。調馬策が怖くなくなった。その時点で  

はよいことと判断した山   

腰もよくなり速歩をはじめた、ゆっくりポテポテ歩かなかった馬だが、はじめは持って  

遅くなった時に誉め、徐々に手綱を楽にしていった。自信とは怖いもので手綱を投げてゆ  

っくり速歩するようになった。そこから少しずつ脚の抑揚に反応しだした。基準がポチポ  

テになった。馬も余裕を持って周りを見られるようになったようだ。  

それからメロンに「2年生でキャバレソティー」、「2年生で2課目」という宿題が与え  

られた。障害は恐怖で走り抜けていく馬なのだが‥・亡  

2課巨＝ま半澤杯で私、春季大会で私と3年生、公認大会で私と2年女子、国体予選では  

2年女子二人と予定通りに出場できた。   

はじめこそ人がかかり失敗したが、人が落ち着いていれば、馬もあせりながらそれを見  

ている。今では自信まんまんに輯もしく経路をまわってくる。   

キャバレッティーも常歩からはじめて自信をつけた結果、低い障害（現在90まで）落  

ち着いたペースで跳べるようになってきたこ  

馬に自信を持たせることのすごさを学ばせてもらった、．そのときの人の我慢と冷静さの  

必要性も教えてもらった，もちろん技術的にも教わったユ 青からげ）この馬を知っている松  

下さんのアドバイス、常田さんのアド／くイス、中田さんのアドバイスetc．とても感謝して  

います。   

何より学んだのは本当に馬をかわいがること。馬術部での活動は－・見それとは正反対の、  

つらい判断を下す場面が多々ある（だが、原点の馬を愛することができることが大前提で  

ある。   

昨年度部報の長男『ユノ』の報告に続いて、今年の次男『メロン』の報告も長くなって  

しまいました。ニれでもだいぶ削りました、そういう人刷だということで許してください。  

こんな文でさっぱりわかんない人は聞いてください。息子たちのことなら答えます。「メロ  

ンこれからも元気で。．調子に乗りすぎるなよ」  ヘヘツ  

離蛭報告  大久保和馬  

畔柳兄の後を受けて9月から→緒にやっていくことになりました。もともと去年入鹿した  
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時には、障害をやれば走り出す、ド級生が駈足を出そうとすれば制御不能だったのですが、  

兄がやさしくやさしく乗ってきたおかげでとても落ち着いた馬になり1年生と僕に良い練  

習をたくさんさせてくれました。しかし、残念ながら平沢R．Gに離臆することになりまし  

た［今のメロンであれば誰が乗っても安全に運動できると思い圭す。冬にでも会いに行こ  

うと思っています。どんな馬になっているか楽しみです。  
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大会で再び政行してしまいました。それかまた休ませて、北日の新人新馬には何とか出場  

できましたが、休ませていた期間を考えると、決してロスの少ないシーズンではなかった  

と思います。もともと障害レースの馬だったためか、飛越が前のめりで速くなりがちで、  

そのことも肩政行の一国と考えられます。体が柔らかくなっていけば、飛越も良くなるだ  

ろうし、ケガも減ると思います。  

＜性格について＞   

「赤子Jのような性格だと思っています。9歳という年齢の割には非常に幼く、また単  

純でした。上級の乗り手にはとても従順、真面目で、覚えも早く調教はスムーズに進んで  

いきました。ただ世話している時や、頼りない乗り手が乗るときは自分本位な所があり、  

反面とても焦りやすい所もありました。根は素直な馬なので、自分本位なのは悪気がある  

訳ではないと思います。ですから、むやみに叱っていては、カツオの最大の長所、r素直な  

性格jをひねくれさせてしまうかもしれません。大事なのは馬との関係作りで、まずやっ  

てはいけないことや人が上であることをはっきりと理解させ、更にカツオの場合人の存在  

が頭の中から消えてしまうことがあるので、声を有効に使う等して、いつも人に対する意  

識が消えないようにする。その上で、なだめたり誉めたりすることを上手に使って「人の  

言うことを聞いていればいいことばかりだ」というようなことを眉引こ感じさせる。そうや  

ってカツオといい信頼関係を築ければ自分本位な部分はなくなっていき、焦りやすい性格  

も後は馴致や馬の気持ちを配慮した扱い、調教によって落ち着いてくると思います。とに  

かく人との関係作りをきちんと丁寧に進めてゆけば、学生の馬としても非常に向いている  

性格になると思います。  

＜フラットワークについて＞   

粛馬索運動は一貫して行っていました。騎乗前に体をほぐすこと、競技馬に適した歩様  

と筋力作り、落ち着いた一定のペースで走らせることを考えても、競走馬上がりのカツオ  

に詞馬索は不可欠だと思いました。焦ってペースが速くなったりきれいな円を措けないこ  

とがあったので、原則として円馬場で行いました。また、一時期を除いてサイドレーンを  

使用していました。カツオは肩や後躯がやや動きにくい傾向がありますがしっかり動かす  

ためには、まず人が適度の緊張感を与え続けておくことと、声、舌鼓、鞭等の副扶助を効  

果的に用いること（これはしっかり動かすためだけでなくいろいろな場面で大切であるが）  

が第一だと思います。駈歩連動は焦って速くなりやすいので調馬索ではほとんど行ってい  

ませんでしたが、徐々に騎乗しての駈歩が落ち着いてきたので、夏頃から少しずつ行いま  

した。まだ速くなることがありますが、削扶助に対する反応は良いので大分人が落ち着か  

せられるようになりました。人のやり方次第で近いうちに速くなることはなくなると思い  

ます。   

馬場運動では常歩、速歩中心で駈歩は段階を見ながら少しずつ行っていきました。乗馬  
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としては新馬の域で、冬の間は左回転で外に逃げたり少し乗り手のバランスが悪いと焦っ  

たりする傾向がありました．横方向への脚扶助もあまり理解しておらず、当初は大きな図  

形でも「乗り手から見て、行きたい方向に馬をもってくる」ような重心のバランスに注意  

しないと思うように曲げられないことがありました。しかし、感覚は敏感で、またそれほ  

どひどい癖も無く、輪諒運動や発進、減却、停止の繰り返し、それに横連動の調教の中で  

着実に進歩し、脚反応も良くなっていきました。停止は特に覚えが速かったのか、いつも  

きれいに四肢をそろえて止まっていましたG 横運動の調教は長鞭を用いて、徒歩調教での  

前肢旋回から始めました。その後、もう→人が乗って扶助を与えながらの徒歩調教、騎乗  

者のみでの調教というように、少しずつ段階を踏んでいきました。斜め横歩も同様に敢え  

ていきました。これら横連動の調教は無理をせず、馬が嫌気をささないよう毎日短時間で  

続けていきました。また体を桑らかくする目的もあって、反対駐歩も行っていきました。  

カツオは調教に対して非常に真面目で飲み込みも速く、前肢旋回を始めたのが3月であっ  

たのですが、5～6月には速歩での斜め横歩、反対駈歩をかなりスムーズにこなすように  

なりました。屈頭に関しては早い時期から安定したものがありましたが、5月頃からバラ  

ンシングを使うようになりました。8月現在では、衝に対する反抗もそれほど無く、とり  

あえず順調な状況だと思います。ただ馬のバランスはまだ少し前のめりな感があり、これ  

はペースが速くなりがちな一国にもなっていると思います。これを改善するには基本的な  

フラットワークを地道に緩けていけばよいと思います。また駈歩運動に関しては、始めは  

かかってきて速くなりやすい候向がありましたが、フラットワークでの駈歩はシーズンに  

入ってから徐々に落ち着いていきました。昨シーズン馬場競技の出場はありませんでした  

が2課目をたどるだiナならそろそろ出来ると思います。  

＜障害について＞   

カツオは競走馬時代、障害レースを走っていた馬で、そのためか障害物を物見すること  

はほとんどなく基本的に踪躇なく飛ぶのですが、飛越は前のめり、速くなりがちで経路走  

行中は特にかかりやすいという特徴をもっていました。   

障害の調教は、冬場からキャバレッティーや単一の速歩飛越を行っていました。キャバ  

レッティーはほぼ毎日、障吾飛越も馬場状態がよければ週4日くらいやっていました。飛  

越の縮まではゆっくり入れても、飛越復興奮気味になって速くなることがあり、飛越後は  

必ずえさをやるようにしていました。雪が解けてからはダブル（障害間に横木1本置いて  

1間歩のもの）、コンビネーション、物の拾い飛び、ジムナスティツクと調教を進めていき、  

半澤杯に向かいました。ジムナスティツクや半澤杯前の経路回りでは、初めは走行ペース  

が速かったのですが、2回3回と繰り返すと少しずつ良くなりました。しかし、半澤杯本  

番では試合の雰囲気に興奮したのか、練習のとき以上にかかって、猛烈なスピードの走行  

になってしまいました。このような傾向は少しずつは良くなっていったものの、以降の新  

緑馬術大会、公認でも目立ちました。試合での走行ペースがようやく落ち着いてきたのは、  
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7月中旬の市民大会からでした、ただ新緑の繭頃から落ち着いたペースで時事に向かえれ  

ば踏み切りを良く合わせられるようになり、また速いペースの中でも次第に障害を良く見  

て飛ぶようになり、落下も少なくなってきました。特に現在は後肢を良くたたんで飛ぶよ  

うになっています。   

カツオの数少ない苦手障害に、レンガ、ダブル（あるいはそれに似た類の）時事、ステ  

イープルでの飛び降りがあります。ダブルでは新緑、市民大会、北日の本番ないし練習で  

とまどいが見られ重した。どの馬でも同じなのかもしれませんが、1番目の障審に入る時、  

後ろの障害を見ながら向かっていくので、いざ1番目を踏み切る時に合わなかったりして  

とまどうのではないかと思います。また、鏡馬の障害レースにはダブルのようなものはな  

いためとまどっているのかもしれません。飛び降りは新緑前のノーザン馴致で苦手だと分  

かりました。他の野外障害は馬場での障害より一層前のめり、速くなりがちなものの、飛  

ぶことには全く抵抗を見せなかったのですが、飛び降りだけはどうしても降りませんでし  

た．   

ここまで時事に関する間傍点等を番きましたが、具体的な策はと闘われると自分には特  

別な解決法は示せません。ただ調教者が馬の特徴、性格を頭に入れつつ、リズム、ペース、  

バランスや推進などに注意して乗っていれば、基本的な障害練習を繰り返すだけでも、十  

分成長していくと思います。馬は単純な生き物なのだから、調教にそれほど難しい考え方  

は必醇ないと自分は考えます．   

今回の調教報告では、馬体と性格について書かせていただき圭した。本来調教報告にこ  

のような項目は不適当なのかもしれませんが、特に私達学生が馬を調教する際、この2つ  

を軽視することは出来ないと考えて番きました。   

川崎兄はじめ、今までカツオの調教に力を尽くして下さった方々、後輩たち本当にあり  

がとうございました。今後のカツオの活嘩、馬術部の活躍を折っています。  
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◇シュネル◇  

入厩報告  大久保和馬   

シュネル号は11月16日に30年卒部の瞭田さんの紹介で入厩しました。とても元気のい  

い馬で去勢（11月28日）後も食欲は落ちず、乾草をすぐ食べ尽くしてはおかわりをねだり、  

普通に飼いを食べさせている今も、寝わらにまで手をつけてしまいます。この元気さが競  

技にも通じてくれると思います。5年目の尾崎兄に見ていただいて運動を始めたばかりで  

す。期待を込めてこれから一緒に頑張っていこうと思います。  

◇ファンキーバブル◇  

入鹿報告  山口 剛司  

10月1日秋季白馬大会の最終日にノーザンホースパークからこいつはやってきましたと 父  

トニービン 母バブルカンパニーという、どうもすごい血統らしいです。性格は物怖じせ  

ず何にでも興味を持ち横木もクロスバーも普通に通過します平 ただ口癖が悪く、口に何か  

を含んでいないとうるさく、すぐ噛み付いてきました。   

去勢直後、生気が感じられず、まるでゾンビで、引き運動を始めた時、全然歩かないの  

で、お尻を押してもらいながら引き運動をやりました。   

今ではすっかり良くなって川崎兄の調教を受けています。  

l酉・米・タバコ・食料品  

宝巽南店  

札幌市北区北24粂西13丁目  

T E L Oll－716－808 6  
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卒部にあたって  

○井口大地（前副将・北日幹串）○   

私の新歓コンパでの目標は「やめないで4年間続けること」でしたがそれが達成された  

ばかりでなく全日にまで出られたというのは本当にOB諸氏、共に歩んだドンパの面々、  

支えてくれた下級生たち、その他大勢の人々のお陰だと思います。あと、メインフィール  

ズの′ト野さんには特にお世話になりました。この場を借りて皆さんに御礼申し上げます。  

皆さんどうも有り諾うございました。   

あと、現役の皆さんへ。馬は乗り物ではなく、生き物でありパートナーであるというこ  

とを忘れないで下さい。馬の言葉に耳を傾け、彼らが何を望んでいて自分が今何をすべき  

か全身で考えてください。馬あってこその馬術部です。技術の向上も重要ですがそれ以前  

に愛馬の精神を忘れないようにしてほしいと思います。頑張って下さい。  

－おもしろくて蘇りになる兄だが、キリっとユウグレイに乗る姿はかっこいい、ユウグレ   

イをとても大事にしている。  

一鰊習、作業中は妥協を許さんめっちゃ厳しい兄であるが、もちろんこれは全部馬のため。   

ひとたび部室に帰ってくると、お茶目な笑顔で接してくれちゃいます。僕はそんな兄が   

大好きっす。  

－井目兄といえばなんと言ってもビッグマン。その名の通り、酒を愛する笑顔のかわいい、   

心のでっかい人。  

○畔柳宏司（前主務）○  

勇気 メロンパワーヘ  

披はきっとどこにいるのかよくわからなくて  

何をするのかよくわからなくて  

きっと僕の声も聞こえないんだ  

僕はきっとどうしていいかよくわからなくて  

鮭に見られているのか怖くなって  

きっと忘れていたいやなことも患い出してしまうんだ  

鎮はせっとどうしたのかよくわからなくて  

気になって僕を見るんだけどいやになって  
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きっと泣き出したくなるんだろう  

♯はきっとそんな披が遷す気持ちの振動を  

悪いほうにうけとって邑分の波も荒げてし手って  

きっとせのせいにするんだろう  

でもヰtま彼を大好きだから  

今はまだせが勇気を出してくれると信じてるし  

きっとその日のせの行動は全部勇気なんだ  

ぼくはきっとせの丁をモつとたたいて  

大濃足じやないけどせのあ死の勇気がうれしくて  

ぁがしらが無くなってもっと披を大好きになって  

知ってる人を見たらくちもとが緩んでしまって  

後でビデオを見るあ畢もないほどすばらしいときだったと息うんだ  

彼をもっと大好きになるんだ  

これははじめてメロンとノーザンヘいった春季馬術大会の1週間前に眠れなくなっ  

て考えました。ぽくの3年半はこんなものです。  

－メロンPのお父様。メロンPを愛する私は、兄とは夫婦という間柄になるのだろうか‥・。   

うーん、お嫁さんにしてくれますか？4年間お疲れ様でした。  

－この人は一体何者なのだろう。   

今までいろいろ接してきたがその思いは常に離れない。   

裏話を聞いてみれば、単なる変な人なのかもしれない、とも思う  

○竹本和彰（前後援会）0  

3年半！？・・・  

こんな長い間オレは何をやっていたのだろうと思うと、むなしいときはある。けれど、こ  

んな長い間、最高の楽しみを与えてくれた。  

はじめはなんだかこき使われ、労働基準法の必要性を感じたこともあった。なぜ、お日枝  

よりも、そして新聞よりも早く起きなければならないんだろうと、目覚まし時計をとめた  

こともあった。だけど、こんな経験はもう二度とできないはず。残念だ。・・・けど、もち  

ろんもう二度としたくない！  

なにが楽しかったかというと、馬に乗ること！？それは違う！！（もちろんそれは楽しか  
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ったけど）コンパやなにやらそんなことでもない。なんなんだろう？？今もよく分からな  

いけど・・・  

今更ながら文武両道はムヅカシイ。留年が犠牲バントである人もいるが、オレはランナー  

いないのにやってしまった気がする。  

こんどこそがんばって逆転にのぞみをかけたが、ピンチは広がっていく。廠終回は孤独か  

もしれないが、コールドゲームだけはさけたいなあ・・・  

みんな一緒だと思うけど、せっかくの馬術部の経験がこの後もいきると信じている！！  

ー無事に卒部できました。次は卒業ですね。  

一位が目を細くしてこつちを見て微笑んでいたら気を付けよう。必ずどこかにトラップが   

仕掛けられているはず。いつまでもそんな無邪気（？）な見でいてください。  

－北大のいたずら隊長。その発想力の奇抜さは、天才的なものがある。兄の数々の技を語   

り継いでいきたい。  

○長田拓郎（前馬匹・車輌）○   

応援してくれた皆さんどうもありがとうございました。  

－スズとプーの父にして、鼠のリーダー。飲み会では数々の「名言」を私の心に残してく   

れた。優しく厳しい、そんな兄に乾杯！！  

一嵐を身にまとう男。コンパの日は特に。  

○森田崇之（前主将）○  

昔の部朝にこんな詞を番いた。  

『あなたが敢えてくれた   

うれしい 楽しい やさしい気分   

遠い空で  ああ 今 同じ気持ちでいるなら   

大きな文字で手紙をかくよ“ありがとう如   

こんな気持ちで卒部できたらいいと思う・‥』  

多分、人生終わるころまで、馬術部で支えてきてくれた人々、そしてたくさんの鵜たちに  

対して、こんな気持ちを持っていられるような馬術部人生でした。  

－すごい気合あの声は見ている人を圧倒する。あと兄はとっても毒舌を発してくれる。   

でもそれがとってもおもしろいです。  

一馬に乗るにしても、料理するにしても、何をするにしても“豪快”という言薬がぴった  
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り。その人間の大きさで馬術部を引っ張り盛り上げてきた兄は、我が部には無くいては  

ならない存在でした。  

○小野元也（前飼料）○   

水産学部だったが1年延びて2年半。   

自分が良く見えた事や、今までとまるで違う生活や規律、ドンパや上下のつながり、馬  

との関わり合いや馬術の面白さ等、プラスとして得たもの。   

反面、犠牲にした時間や人ややりたかった事ややるべき事や水産生ゆえに恵まれなかっ  

た環境等マイナスのもの。   

どちらが大きかったのか簡単に決める事はできない。だがそれらは全て事実で、そして  

今の自分の事実は馬術と馬を取りまく環境が好きになり、まだ続けたいという事。自分は  

北水馬術部を復活させる。   

最後になりましたが今までお世話になりました市川先生、OB、関係者の方々、先輩方に  

同期、後輩、そして私達のために頑張ってくれた馬たち、本当にありがとうございました。  

この恩は一生忘れたくない、と今心から思っています。  

－兄は部報などで上の人から“へにや’－とか“ふにやルとか書かれていたけれど、撲らに  

とってはすごく頼りになる先輩でした。親しく接してくれる一方で、時にはどリッとさせ  

てくれました。函館でも頑張ってください。北水のほうも！  

－ホントに函館行っちゃうんですか？またーやっぱりだめでした－」とか言って部室に現   

れそうです。馬のために一生懸命な兄は素敵です。  

一時に子供のように無邪気に喜び   

時に真剣に叱ってくれて   

時に親身に相談に乗ってくれて   

時にスパークして盛り上げて   

いつも馬のことを考えていた、カツオをこよなく愛す兄   

兄のいなくなった穴は大きくて、本当に寂しいです。飲み会での兄の名演説を忘れない。  

○岩波由紀（前記録）○   

－・年半で、正直馬術部のことをほとんど把握できずに卒部することが残念です。私は馬  

術部で今まで経験したことが無いことをたくさん経験しました。4年間馬術部を続けるこ  

とに比べるとそれlまほんのささいな事だけれど、私にとって大変大きな一一年半でした。お  

世話になったOBの方々、ありがとうございました。   

二年目へ  
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みんなと一一緒に過ごせたことがとてもいい思い出になりました。一気に人数が減って、  

かなり大変になってしまったけどがんばってね。遠くから応援することしかできないけれ  

ど。L一年半、迷惑もー・杯かけてしまってごめんなさい。本当にありがとう。  

－おつかれさま、俺もおまえには疲れた。  

－まじめで、いろんなことを深く考えている。なのにボケているのは・・・。何でだろう。   

君が卒卸して寂しいよ。′ト野兄、川辺兄といつでも来てくれ！！まってるよ。  

一後輩の郡を良く考えてくれる、優しくておもしろい姉。しかも、宇宙とも交信できるし、   

ユウグレイとシンクロすることもできるスーパーガール。  

－この1年半ずっと星と交信してきただけあって、とうとう彼女にも星からお迎えがきた   

らしい。今度は宇宙船おしょろ丸で旅に出るんだろうか。  
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部 員 紹 介   

4年目  

● 杉山賢治（主将・文）●   

ついに最上級生になりました。1年目だったのはつい昨日だったような気がしますが‥・  

馬のため部員のため馬術部のためそして自分自身のために懸命にやります。  

OBの皆さん、そして下級生、よろしくお願いします。  

一彼は主将です。一時は彼の嘘の光線の威力が衰えたとも言われましたが、現在は   

主将という立場からいろんなところに光線をはりめぐらしている。いつか電池切れにな   

るのでは・・・。  

－がんばって！！  

● 山本裕己（馬匹、北日幹事・獣医）●   

とうとう最後の1年。悔いを残さぬよう、愛するレジェンドと共にがんばります。  

目指すは人馬一体。  

一畳初の印象は怖そうだと思ったけど話している最中見せる笑顔はとてもいい人っぼい。   

特に人の髪を刈るときは放釦こ楽しそう。  

－静かだけど、菜はおもしろくて、笑うとかわいい兄そんな兄と、その背中に貞をこすり   

つけるレジェンドの光景がとてもほほえましくてうらやましいのです。  

3年目  

● 大久保和馬（車両、削務・猷医）●  

－いつも切なそう。  

－彼は車を操るときだけはなぜか自信に満ちていた。でも最近はそれも・・・。そんな兄   

ですがくじけずにがんばってください。  

－いつも十分のことを後回しにして様々なことに気を使ってくれ、その頑張りには逆にこ   

っちが心配になってしまうほどです。そんな兄にはぜひ一流の乗り手になってほしい。   

応援してます9  
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● 加藤幸作（副将・理）●   

“少年老い易く、学成り難し”北大に入って一年半が過ぎたというのに未だ僕の学問は  

花開いていない。父さん母さん、ゴメンナサイ。きっと後期こそは‥・、いや来年こそ  

は‥・。今日もー日が馬術部で始まり、馬術部で終わっていく。  

－ひげは剃りましょう。いろいろ大変だけどがんばって札プライベートでも。  

－おおらかで優しい人です。幸作兄が機嫌悪くてムス一つとしているのを見たことがない。   

そんな兄は飲み会でよくつぶされて、落番き振と化していて、ちょっと情けない。でも、   

箱番長でOK板をかざす時の兄はとてもかっこいいです。  

● 国井千恵子（主務・獣医）●   

今までただ馬乗りが楽しくてやってきたが、気づけば主務なぞになってたり1頑馬を面  

倒見てたりして、責任の大きさが私の許容能力を超えそうな勢いです。  

まあ、なんとかぎりぎりかつかつやっていこうかな、あと2年弱だ。  

一国井姉は非常に頼りになる人です。私だけでなく誰もが姉に頼もしさを感じているはず。   

とにかく姉は普段も、そして酒にも強いのでナ。  

一主務になられてからはおそらく一番部室滞在時間が長いと思われます。日々多忙のため   

か少し変わった眼鏡をかけていますが、眼鏡をとると全くの別人です。馬場では恐い口   

調になることもありますが、普段の存在感はとてもあります。  

● 堀内太郎（馬借、作業・戯）●   

これまで馬術部に入部して以来2年間、いろいろなことがあり、いろいろな変化があった  

けど、馬に乗りたい、上手くなりたい、その気持ちは変わりません。  

ー無口。でも、嬉しい時には、はにかみ（ニヤニヤ？）しながら話すタロー。かわいい奴   

め。  

一彼は土偶です。口がボーつと開いています。  

こんな感じです。  

でもイイ奴です。  

● 山口剛司（飼料・理）●   

トルネードに乗れることになりました。よろしくお願いします。  

一目がやばい。薬でもやってそうな感じ。人生に疲れたって感じ。  

－ぐちぐち、ぽそぼそ言うからあまり目立たないけど実はけっこ－脊吉家。  
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● 吉川幸江（後援会、会計・文）●   

たくさんの人に支えられてきています。   

本当にありがとうございます。   

強く、たくましく生きたいと思います。   

いつも、“うれしい、楽しい、大好き！！”と   

思えるように、辛い暗も乗り切ります。   

これからも、よろしくお願いします。  

－その′トさな体には似ても似つかないほどエネルギッシュ。姉のそばにいると、こっちま   

で頑張ろうという気になってしまいます。  

2年目  

● 木村滋之（薬品・農）●   

薪歓コンパで言った2つの目標を達成できるようにがんばります。  

一馬のことをすごくよく考えている。馬術部のホープ。コトバでは説明のしようの無いお   

もしろさをあわせもつ。実はけっこう毒舌家。ひそかにこいつはすごい、と思っていま   

す。ガンバレ、しげ！！  

－まじめで一生懸命なんだけど実はかなりポケてます。そんなことがかわいいのよね。  

● 佐賀由美子（記録・獣医）●   

私は人間だ。ちっちゃい頃はたぬきだったが今は人間だ。しかし最近、馬鍬こいる時以  

外は食っちゃ寝しかしていないので、たぬきのようなお腹に逆戻りかもしれない。やばい  

なあと思いつつ、気が付いたら昼寝をしてt、たりする今】1この頃である。 

ー不恩威だ・・・  

－彼女は時々男と間違われる。馬の乗り方もちょっとごっつい。あんまり馬術部に染まっ   

てごっつくなったらイカンよ⊂．  

－良く寝る子です，寝る子は育っu   

けっこうまじめですが・・・がんばれ獣医の卵！！  
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● 高島渉（部報、副務・水産）●   

函館に行って、／ト野兄の後を継ぎます！   

行けるのか？ 行けるはずだ。（たぷん）。というわけで勉強します。  

一忠夫じやないよ、渉だよ。  

● 武井亮（飼料、企画・獣医）●   

椎名林檎と結婚します。  

一変な奴。見ていて本当にあきない。これから部を引っ張っていくのは閑適いないだろう。   

がんばってくれ。  

一口は軽いけどいい奴だと思う。  

一位いで手のつけられないことも多いが、いざという時には案外頼れる奴である。と思い   

たい。  

一声がでかくて押しが強い。怪しい教主になれそうかもぅ   

と、思いきや以外に気弱。細かい事に気を病んだりしてかわいい奴かも。   

な－んて、実は人をなめきった腹黒い奴だったりして・・・  

● 竹田敏宏（庶務・獣医）●   

北海道に初めて住んだ。   

春に凪が吹いた。まだ冬だと思った。   

夏に凪が吹いた。秋風の匂いがした。   

秋に風が吹いた。真冬のように寒かった。   

そんな北海道に冬も来るらしい。   

こんなすばらしい北海道にあと何年住むことになるのだろうか。   

馬術部に入って日は浅いが、充実した（とても忙しい）毎日を送っている。   

今の生活から馬がいなくなると・・・そんなこと考えたくもない。   

そう思って日々過ごしています。  

一沸かぶってそうだね。その笑顔の下の本性が現れたらと思うと恐ろしい。今年は世紀末   

だ。  

－パソコン隊長として、日々庶務の仕事をこなしています。ガンバレ！でもそのキレやす   

い所をもうちょっと何とかしましょう。  
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● 寺島良（作業、馬備）●   

はっきり言って馬と接して、馬に乗りたいがために北海道に来ました。はやく上手くな  

って試合に出たいぅ  

ー最初私は人を外見で判断してはいけないと自分に言い聞かせていた。しかし、彼の場合   

は見たまんま判断しても全然OKであった。  

一とにかく品礎体力が追う。まだ十代の彼は、野球部だったらしく見た目以上にweightが   

ある。しかし体が硬いらしい。力仕事では一番柳りになる一年日です。  

－いかにも野球少年！それが彼の第一印象。それくらい太陽のにおいのするさわやか系の   

男の子だった。だった。だったのにな－。   

あくまでも過去形になってしまった今日この頃である。  

馬と畑の有機的関係の確立を！  

野菜の新しい生産と流通を模索する。  

上申農園  

上 申 正 徳   

〒0α18676札幌市白石区員米彪072＿1  
TEL Oll＿874－3272  
FAX Oll－873－2307  

CELLULAR O90－3－891－4988  

ファームレストラン●うえ写  
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nt・ロコE二惧柴瓢  

愛車のキズ・へコミを  

最短儲分～で直しちやおう！  

n・ココピ＝倶楽乱  
（有）邑姻帰一一  
丁01．01ト8B8・6888  
Fax．01ト88612042  
〒004－0871札幌市清田区平岡2条2丁目1毒55号  
営業時間：8：30～20：00休業日：日曜日・祝日（日・祝受付のみ可）   



閂EIJ】  

移行期さえうまく乗り越えられれば、もつともっと…・・。   

移行期管理に関するこ相談は、是非茸牛用飼料専門メーカーである明治飼櫻にお任せ下さい。  
弊社では、お客様個別の現場事情にあわせた移行期管理方法をこ提案させて頂きます。  

お問い合わせは、最寄りの弊社支店・営業所、または下記のフリータイヤルまで。  

〒10ト0052 東京都千代田区神田小川町3－20－4  
’歯▲0120－49－9141   
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編集後記  

4月発行を予定しながら、締め切りを半年も過ぎてしまい今さらながら自分の無計画さ、  

責任感の無さを痛感しています。原稿を割、ていただいた、市川部長、松井さん、部員の  

皆さん、そして部報の到着をお待ちになっていた各0臥広告主の皆様には大変申し訳なく  

思っております。今後はこのような事の無いよう自分の経験を踏まえ、後輩に引き継ぎた  

いと思います。   

内容としてはほぼ例年と同様ですが、発行の遅れに伴い実情と合わない個所があると思  

いますが御了承廟います。また成績は昨年よりも若干詳しく記載しました。その他につい  

ても見やすい紙面を心掛けたつもりですが、何かお気付きの点などがありましたら、是非  

ご連絡をいただきたいと思います。今後の部報作りの大切な資料にさせていただきます。   

最後になりましたが、こんな自分のために協力してくださった皆様どうもありがとうご  

ざいました。  

部報担当  高島 渉  

平成13年10月発行  

発行者  北海道大学馬術部  

〒001－0023  

札幌市北区北23粂西12丁目  

北海道大学馬術部  

TEL／M（011）737－1626  

印刷所  北大印刷  
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